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第第第第1章章章章    MWAとはとはとはとは 
 
 MWA(Management Workstation Application)とは、Express5800サーバの運用管理を行う管理者の負
担軽減の為、Express5800サーバをリモートコントロールする為のソフトウェアです。 
 
 通常、Express5800サーバの運用管理は ESMPROによって行いますが、サーバ上の OSが動作不
可能な状態(OSストールや BIOS POST中、DC-OFF状態)が発生した場合にMWAを使用してリモー
トコントロールを行います。 
 
 MWA でリモートコントロール可能なサーバは、インダストリスタンダードである IPMI 
(Intelligent Platform Management Interface) Ver.1.0および 1.5対応装置です。 
 
  この説明書では、第４章までは主に IPMI 1.5対応サーバについて記載しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
注意： 
* IPMI 1.5対応装置と IPMI 1.0対応装置では利用可能な機能が異なります。IPMI 1.0対応装置につ
いては、別章の「IPMI 1.0装置の注意事項」も参照してください。 

 
* ftサーバをご利用の場合は BMC(IPMI Ver.1.0)搭載装置の機能に加えて利用可能な機能が追加され
ています。別章の「IPMI 1.0装置の注意事項」および「ftサーバの注意事項」も参照してくださ

MWA 

MWAから 
管理対象サーバを 
リモートコントロール 
します。 

サーバサーバサーバサーバ 

管理用 PC 
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い。 
 
* BMCを搭載している装置と搭載していない装置では利用可能な機能が異なります。BMCを搭載
していない装置については、別章の「RomPilotのみ搭載装置の注意事項」も参照してください。 

 
* BMC搭載サーバの一覧(IPMI Ver.1.0/1.5対応サーバ、SOL対応サーバ)は、付録をご参照ください。 
 
* Express5800 シリーズ  アプライアンスサーバや、 iStorage NS/FS シリーズなどには、

EXPRESSBULDER ではなく、保守・管理ツール CD-ROM が添付されています。本仕様書
の”EXPRESSBUILDER”の表記を”保守・管理ツール CD-ROM”と読み替えてください。 
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1.1 機能機能機能機能 
 
 管理対象サーバと管理用 PCを、LANやWAN、またはダイレクト(RS-232Cケーブル)で 
接続し、以下の様なリモートコントロール機能を実現できます。 
 
(1) リモートコンソール機能 
 
 MWA上で管理対象サーバの表示画面を見ることができる機能です。 
 管理対象サーバが POST(Power On Self Test)中および DOSブート時に、管理対象サーバの画面を
管理用 PC 上の MWA ウィンドウから見たり、管理用 PC のキーボードから、管理対象サーバに対
してキー入力したりすることができます。 
 
(2) リモートドライブ機能 
 
 管理用 PC 上のフロッピーディスクドライブ、または FD イメージファイルから、管理対象サー
バを起動することができます。 
 
(3) リモート電源制御 
 
 MWAから管理対象サーバに対して、パワーonやパワーoff、リセットなどの電源制御を 
行うことができます。 
 
(4) リモート情報収集 
 
 MWAからリモートで管理対象サーバのハードウェア情報やログ情報の収集が可能です。 
 
(5) ESMPROとの連携 
 
 MWAのモジュールと ESMPROの連携により、管理対象サーバからの通報(障害通知)を、ESMPRO
のアラートログへ登録したり、Alert Managerからの自動通報が可能です。 
 
 
 
 これらのリモートコントロール機能により、管理対象サーバの BIOS セットアップメニューなど
からの動作環境の設定や変更などがシステム管理用 PC上から容易に行えます。 
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1.1.1 リモートコンソールリモートコンソールリモートコンソールリモートコンソール機能機能機能機能 
 
 POST状態、および DOSブート状態にある管理対象サーバの画面を、管理用 PC上の MWAのウ
ィンドウから見ることができ、管理対象サーバの前に座っているかのように、管理用 PC のキーボ
ードから操作することが可能です。 
 この機能によって、管理用 PC からの BIOS セットアップや、リモート画面での POST 監視が可
能です。 
 
*  WAN/ダイレクト接続では、Linux(但し CUIのみ)ブート状態でのリモートコンソールも可能です。
また、SOL対応装置の場合のみ、LAN接続でも Linuxブート状態のリモートコンソールが可能で
す。いずれの場合も、Linux 上でフロー制御およびボーレート値を、コンフィグレーションの設
定に合わせて使用してください。 

 
  以下は、管理用 PCから見た BIOSセットアップ画面のイメージです。 

 
 
1.1.2 リモートドライブリモートドライブリモートドライブリモートドライブ機能機能機能機能 
 
 管理用 PCのフロッピーディスクドライブや FDイメージファイル(フロッピーディスクをディス
ク上にコピーして作成)を使用して、管理対象サーバ上で DOSを起動したり、DOSプログラムを実
行したりすることができます。 
 リモートコンソール機能と併用して、各種コンフィグレーション用 DOS プログラムのリモート
実行や操作、およびその後のマシンリセットが可能です。 
  このリモートドライブ機能は管理対象サーバの BIOS セットアップの Boot で指定する Boot 
order(デバイスサーチ順)に依存します。 
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1.1.3 リモートリモートリモートリモート電源制御電源制御電源制御電源制御 
 
 MWAから管理対象サーバに対して、パワーonやパワーoff、リセットなどの電源制御を 
以下の"BMC(Baseboard Management Controller)"ダイアログボックスから行うことができます。 

 
 
  また、複数の管理対象サーバに対して、電源制御（パワーon/パワーoff/パワーサイクル/リセット
/OSシャットダウン）を行なうこともできます。 

 
  各電源制御コマンドについては、BMC ダイアログ上からの電源制御コマンドの説明を参照して
ください。 
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1.1.4 リモートリモートリモートリモート情報収集情報収集情報収集情報収集 
 
  現在表示している管理対象サーバ(BMC 搭載装置のみ)の電源状態を、LAN 経由で定期的に取得
して表示を更新します。 
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 以下の"Intelligent Platform Management Interface(IPMI)情報"ダイアログボックスで、管理対象サー
バの各種情報の収集と確認が行えます。 

 
 
以下の情報をリモートで取得できます。 
・・・・システムイベントログシステムイベントログシステムイベントログシステムイベントログ    (SEL: System Event Log) 

発生したハードウェアの情報が表示されます。 
ログ上でダブルクリックすると関連情報の参照が可能です。 

・・・・センサセンサセンサセンサ装置情報装置情報装置情報装置情報    (SDR: Sensor Data Record) 
各種センサ情報が表示されます。 

・・・・保守交換部品情報保守交換部品情報保守交換部品情報保守交換部品情報    (FRU: Field Replace Unit)    
構成情報を搭載している部品が表示されます。 

・・・・現在現在現在現在ののののセンサセンサセンサセンサ状態状態状態状態    
各種センサの現在の状態が表示されます。 
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1.1.5 ESMPROとのとのとのとの連携連携連携連携 
 
 MWAのモジュールが ESMPROのサービスの一部として動作し、管理対象サーバからの通報を管
理用 PCが受信すると、ESMPROのアラートログへ登録します。 
 ESMPRO/AlertManager(オプション)の設定によって、Express通報サービスへの通報も可能です。 
 MWA を起動していない場合でも、管理対象サーバからの通報の受信とアラートログ登録が可能
です。 
 
 以下は ESMPROのアラートログの画面イメージ例です。 
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1.2 接接接接続形態続形態続形態続形態 
 
 管理対象サーバと管理用 PCを接続する方法には、以下の 3種類があります。 
 
(1) LAN接続 
 
 管理対象サーバと管理用 PCを、LAN(Local Area Network)経由で接続します。 
 TCP/IPネットワークが必要です。 
 また、管理用 PCには ESMPRO/ServerManager Ver3.3以上をインストールする必要があります。 
 LAN接続の場合、同時に複数台の管理対象サーバをリモートコントロールできます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2) WAN接続 
 
 管理対象サーバと管理用 PCを、WAN(Wide Area Network)経由で接続します。 
 モデムと回線が必要です。 
 WAN接続時は直接接続されるため、セキュリティは高くなります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(3) ダイレクト接続 
 
 管理対象サーバと管理用 PCを、RS-232Cケーブルで接続します。 
 RS-232Cクロスケーブルが必要です。 
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1.3 通報通報通報通報 
 
 通報の経路には、以下の 4種類があります。 
 WAN経由通報とダイレクト接続通報は排他指定、その他は同時指定が可能です。 
 
(1) LAN経由通報 
 管理対象サーバから LAN経由で、管理用 PCに通報します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2) WAN経由通報 
 管理対象サーバからWANを経由し、管理用 PCが接続している LANのダイヤルアップ 
ルータへ PPP接続して、管理用 PCに通報します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(3) ダイレクト接続通報 *1 *2 
 管理対象サーバから RS-232Cケーブル経由で、管理用 PCに通報します。 
  *1: IPMI1.0装置のみの機能です。 
  *2:MWA ver.3はははは、、、、ダイレクトダイレクトダイレクトダイレクト通報受信通報受信通報受信通報受信ををををサポートサポートサポートサポートしていませんしていませんしていませんしていません。。。。 
 
 
 
 
 
 
 
 
(4) ページャ通報 
 管理対象サーバから電話回線を通して、ページャに通報します。 
 
 
 
 
 
 
 
 

! 

! 

! 
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1.3.1 通報通報通報通報についてについてについてについて 
 
 管理対象サーバに内蔵している BMC(Baseboard Management Controller)から、ハードウェアなどの
障害発生時に通報します。 
 ここでは通報メディアの内容と通報手順について説明します。 
 
(1) 通報メディア 
 通報先として、以下の通報メディアを指定できます。 
 
通報通報通報通報メディアメディアメディアメディア 通報先通報先通報先通報先 ESMPRO連携機能連携機能連携機能連携機能 

LAN LAN経由で管理用 PC(1)(2)(3)へ通報 ○ 
WAN PPP経由で、管理用 PC(1)(2)(3)へ通報 ○ 
ページャ ページャへ通報 × 

○:利用可能  ×:利用不可 
 
(2) 優先順位 
 複数の通報先を指定した場合の優先順は以下のとおりです。 
 

優先度優先度優先度優先度 通報先通報先通報先通報先 
1 (高) LAN経由で管理用 PC(1) 
2  LAN経由で管理用 PC(2) 
3  LAN経由で管理用 PC(3) 
4  WAN(電話番号 1)経由で管理用 PC(1) 
5  WAN(電話番号 1)経由で管理用 PC(2) 
6  WAN(電話番号 1)経由で管理用 PC(3) 
7  WAN(電話番号 2)経由で管理用 PC(1) 
8  WAN(電話番号 2)経由で管理用 PC(2) 
9  WAN(電話番号 2)経由で管理用 PC(3) 

10  ページャ 1(電話番号 1) 
11 (低) ページャ 2(電話番号 2) 

 
 優先度の高い順(1 10)に通報します。 
 
(3) 通報レベル 
 
 BMC からの通報は、その要因となるイベントの重要度によって通報レベルとして、レベル分け
され、コンフィグレーションで指定された通報レベルに応じて通報が実行されます。 
MWAからリモートで変更も可能です。 
以下にコンフィグレーションで指定可能な通報レベルの説明を記載します。 
 
通報通報通報通報レベルレベルレベルレベル 通報対象通報対象通報対象通報対象イベントイベントイベントイベント重要度重要度重要度重要度 

0 通報無効 
1 回復不能 
2 回復不能、異常 
3 回復不能、異常、警告 
4 回復不能、異常、警告、回復 
5 回復不能、異常、警告、回復、情報 
6 回復不能、異常、警告、回復、情報、監視 
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1.3.2 通報先通報先通報先通報先ののののリモートリモートリモートリモート設定設定設定設定についてについてについてについて 
 
 通報に関する情報は、管理対象サーバ上のコンフィグレーションツールで設定する以外に、MWA
からリモートで一部の設定を変更することも可能です。 
 また、通報テストも同じダイアログからボタン操作で可能です。 
 
《注意》 
 WAN接続時に、WAN経由通報先、またはページャ通報先への通報テストは実施できません。 
 
 
 以下の"BMCリモート設定"ダイアログボックスから、通報先をリモートで設定します。 
(以下の設定値は例) 
 

 
 

項目名項目名項目名項目名 説明説明説明説明 
通報(共通) 
 通報手順 全通報先、または１つの通報先を設定します。 
LAN 
 通報ﾘﾄﾗｲ回数 通報のリトライ回数を設定します。(0～7回) 
 通報ﾀｲﾑｱｳﾄ 通報タイムアウト値(秒)を設定します。(3～30秒) 
 通報先 ﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽ 通報先の有効／無効をチェックあり／なしで指定します。 
 通報先 IP ｱﾄﾞﾚｽ 通報先の IPアドレスが表示されます。変更はできません。 
WAN/ﾀﾞｲﾚｸﾄ 
 ﾀﾞｲﾔﾙﾘﾄﾗｲ回数 ダイヤルリトライ回数を設定します。(0～7回) 
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 ﾀﾞｲﾔﾙ間隔 ダイヤル間隔(秒)を設定します。(60～240秒) 
 通報ﾘﾄﾗｲ回数 通報リトライ回数を設定します。(0～7回) 
 通報ﾀｲﾑｱｳﾄ 通報タイムアウト値(秒)を設定します。(3～30秒) 
 通報先 電話番号 通報先 PPPサーバへの接続を設定します。 
  通報先 ﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽ 通報先の有効／無効をチェックあり／なしで指定します。 
  通報先 電話番号 通報先 PPP サーバへ接続するための電話番号が表示されます。

変更はできません。 
  PPP ｻｰﾊﾞ経由の通報先

IP ｱﾄﾞﾚｽ 
通報先の IPアドレスが表示されます。変更はできません。 

 通報先 電話番号(ﾍﾟｰｼﾞｬ) 通報先(ページャ)への接続を設定します。 
  通報先 ﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽ 通報先の有効／無効をチェックあり／なしで指定します。 
  通報先 電話番号 通報先ページャへ接続するための電話番号を指定します。 
ページャメッセージ 通報時にページャに表示するメッセージを設定します。 
ガイドメッセージ待ち時間 ページャセンターへダイヤル後、メッセージを送信するまでの待

ち時間を設定します。(0～30秒) 
再読み取り  ﾎﾞﾀﾝ リモート設定項目を読み取り、再表示します。 
変更  ﾎﾞﾀﾝ 変更された項目を BMCに設定します。 

注意) 項目を変更する前に必ず「読み取りﾎﾞﾀﾝ」で最新の設定情
報を読み取ってから変更してください。 

通報テスト ﾎﾞﾀﾝ "通報テスト" ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽを表示します。 
通報テスト状況 ﾎﾞﾀﾝ "通報テスト(状況監視)" ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽを表示します。 
BMC設定情報 ﾎﾞﾀﾝ "BMC設定情報" ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽを表示します。 
閉じる ﾎﾞﾀﾝ "BMCリモート設定" ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽを終了します。 
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1.4 運用運用運用運用のののの例例例例 
 
 MWAのリモートコントロール機能を利用した運用の例について説明します。 
 
サーバを運用中に障害が発生するとサーバの BMC から通報が送信されます。管理用 PC で通報を
受信すると ESMPROのアラートログに登録され管理者に知らせます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
システム管理者は管理用 PCのアラートログの内容を確認して、必要に応じてMWAをWindowsの
スタートメニュー、または ESMPROオペレーションウィンドウのツールバーから起動します。 
MWAのメインウィンドウであるMWA Remote Controle Manager上で、通報を送信したサーバを選
択し、マウスの右ボタンをクリックして表示されるポップアップメニューから、BMC ダイアログ
の起動コマンドを選択します。MWAは対象サーバの BMCと接続して BMCダイアログボックスを
表示します。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
BMCダイアログボックスから”IPMI情報”ボタンを押下して最新の IPMI情報をリモートで取得しま
す。 
取得した後、システムイベントログ(SEL)から障害の詳細情報を確認します。 
必要に応じてバックアップファイルに保存しておきます。 
SELの内容と管理対象サーバの状態を確認した後、必要に応じて保守員に連絡するか、または復旧
のための電源操作を BMCダイアログボックスのコマンドボタンから行います。この電源操作の 
直前には必ず、更新ボタンで最新の管理対象サーバの状態を確認してください。 
 

! 

BMC ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽ IPMI情報ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽ 
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《注意》 
電源操作電源操作電源操作電源操作についてはについてはについてはについては、、、、管理対象管理対象管理対象管理対象サーバサーバサーバサーバ上上上上のののの OSOSOSOS状態状態状態状態にににに関関関関わらずわらずわらずわらずハードウェアハードウェアハードウェアハードウェアでででで制御制御制御制御をををを行行行行いますのでいますのでいますのでいますので、、、、
システムシステムシステムシステム破壊破壊破壊破壊などのなどのなどのなどの可能性可能性可能性可能性がありますがありますがありますがあります。。。。電源操作電源操作電源操作電源操作のののの実行実行実行実行にはにはにはには十分十分十分十分ごごごご注意注意注意注意くださいくださいくださいください。。。。    
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管理用管理用管理用管理用 PC (Windows) 管理対象管理対象管理対象管理対象サーバサーバサーバサーバ 

MWA 

コンフィグレーションツールコンフィグレーションツールコンフィグレーションツールコンフィグレーションツール 
(DOS版) 

コンフィグレーションツールコンフィグレーションツールコンフィグレーションツールコンフィグレーションツール 
(Windows版) 

BMC 

System BIOS 

接続接続接続接続メディアメディアメディアメディア
・LAN 
・WAN 
・ダイレクト

 

第第第第2章章章章    動作環境動作環境動作環境動作環境 
 

2.1 システムシステムシステムシステムのののの構成要素構成要素構成要素構成要素 

 
 MWAのシステムは、以下の要素から構成されます。 

• 管理用 PC上のMWA 
• 管理対象サーバ上の BMC 
• 管理対象サーバ上の System BIOS 
• 管理対象サーバ上で動作するコンフィグレーションツール(DOS版、Windows版) 
• 通信メディア(LAN、WAN、またはダイレクト) 

 
MWAは、BMCや System BIOSに対し通信を行い、リモート管理機能を実現しています。各機能は
以下のような構成要素で実現されています。 

対応構成要素 機  能 
LAN接続 WAN/ﾀﾞｲﾚｸﾄ接続 

ﾘﾓｰﾄｺﾝｿｰﾙ機能 System BIOS, BMC System BIOS 
ﾘﾓｰﾄﾄﾞﾗｲﾌﾞ機能 System BIOS × 
ﾘﾓｰﾄ電源制御 BMC BMC 
ﾘﾓｰﾄ情報収集 BMC (SEL,SDR,FRU) BMC(SEL,SDR,FRU) 

 
 コンフィグレーションツールには、EXPRESSBUILDERから起動される DOS版と、Windows上に
インストールして使用するWindows版があります。 
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MWAは、主に２つのモジュールから構成されます。 

MWA Remote Control Manager:  
  MWAのメインウィンドウ。サーバ管理およびリモート電源制御など BMCへのコマンド 
  実行を実現します。 
 
MWA Remote Console:  
  リモートコンソール、リモートドライブ機能を実現します。SystemBIOS/RomPilotとの 
  通信を実現します。 
 

 

 
 
 
 
 
 

2.2 管理用管理用管理用管理用 PC 
 
コンピュータ本体 Windowsが動作可能なコンピュータ *1 
OS 以下の OSについて動作保証を行なっています。 

  Windows98、WindowsMe 
  WindowsNT 4.0 Workstation (SP6)、Windows2000 Professional (SP3)、 
  WindowsXP Professional (SP1) 

ソフトウェア ESMPRO/ServerManager Ver.3.3以上(LAN接続時)*2 
メモリ 20MB(OSを除く) 
ファイル装置 ハードディスクドライブ空き容量 20MB 

CD-ROMドライブ 
3.5インチ(1.44MB)フロッピーディスクドライブ 

*1 PC-9801/PC-9821シリーズは使用できません。PC98-NXシリーズをご利用ください。 
*2 ESMPRO/ServerManagerはははは、、、、ESMPROとのとのとのとの連携機能連携機能連携機能連携機能をををを使用使用使用使用するするするする場合場合場合場合、、、、およびおよびおよびおよび SOL対応装置対応装置対応装置対応装置
でででで、、、、LAN経由経由経由経由ののののリモートコンソールリモートコンソールリモートコンソールリモートコンソール機能機能機能機能をををを使用使用使用使用するするするする場合場合場合場合にににに、、、、必須必須必須必須ですですですです。。。。 

 

MWA Remote Control Manager MWA Remote Console 
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2.3 管理対象管理対象管理対象管理対象サーバサーバサーバサーバ 
 リモートコントロール可能なサーバは、リモートコンソール機能をサポートした System BIOSとととと
BMCを搭載しています。搭載の有無については、装置添付のユーザーズガイドを参照して下さい。 

 
     管理対象サーバの BMC/BIOSの組み合わせとMWAサポートの有無 
 

リモートコンソール実現方式 BMC 搭載の有
無 
(IPMI Version) 

Serial over LAN 
(SOL) 対応 BMC 
FW *1 

Remote console
対 応 System 
BIOS 

RomPilot *2 
MWA サポート
有無 

○(1.5) ○ ○ － ○ 
○(1.5) － ○ － ○ 
○(1.0) － － ○ ○ 
× － － ○ ○  
× － － － × 

 
*1:Serial over LAN (SOL)は、System BIOSが COMポートに出力する画面データを BMCが取
得し、MWAに LAN経由で送信することで、LAN経由のリモートコンソールを実現する方式
です。  
*2: RomPilotは、IPMI 1.0対応装置でリモートコンソール機能、リモートドライブ機能を実現
していた拡張 BIOSの名称です。 

 
 
注意事項 
 
1. BMC を搭載していないサーバ (RomPilot 搭載サーバ)についても MWA でリモート管理可能です
が、利用できるリモートコントロール機能に制限があります。詳細は、「第４章 RomPilotのみ搭
載装置の注意事項」を参照してください。 

 
2. System BIOS,BMCで使用するLANは管理対象サーバの標準搭載標準搭載標準搭載標準搭載ののののLANです。増設LANカ ー ド で
はSystem BIOS, BMCの機能は利用できません。また、2チャネル以上のLANを標準搭載している
管理対象サーバの場合、基本的にLAN1(チャネル番号の最小番号)のみMWAからBMC/リモートコ
ンソール機能対応System BIOSとの接続が可能です。また、LANコントローラの仕様上、管理対象
サーバ上のWindowsなどのOSが停止してしまう障害状況に陥った場合、LAN経由でのBMCへの通
信ができないことがあります。 

 
3. BMCで使用する COM(Serial)ポートは管理対象サーバの標準搭載標準搭載標準搭載標準搭載のののの COM2ポートポートポートポートです。 
 
4. SOLによるリモートコンソール実行中は、BMCが COM2ポートを独占するため、OS上から COM2
ポートを使用できません。 
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2.4 接続接続接続接続メディアメディアメディアメディア 
 
LAN接続 TCP/IPネットワーク 
WAN接続 電話回線 

ヘイズ互換モデム*1 
ダイヤルアップルータまたは PPPサーバ環境*2 

ダイレクト接続 RS-232Cクロスケーブル 
 
*1 管理対象サーバ側には、以下の条件を満たすヘイズ互換モデムを接続してください。 
 
 構成方法 外付け型  
 通信速度 19.2Kbps  
 データ長 8bit  
 パリティ 無し  
 ストップビット長 1bit  
 フロー制御 RTS/CTS,none  

 
*2WAN経由通報を利用する場合に必要です。 
WAN経由通報で、通報を受信するサーバでWindowsの Remote Access Service機能を利用する場合、
以下のように設定を変更してください。 

 
WAN経由通報受信サーバのWindowsリモートアクセスサービスの設定  
        WindowsNT4.0の場合 

 [ｺﾝﾄﾛｰﾙﾊﾟﾈﾙ]－[ﾈｯﾄﾜｰｸ]－[ｻｰﾋﾞｽ]－[ﾘﾓｰﾄｱｸｾｽｻｰﾋﾞｽ]－[ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨﾎﾞﾀﾝ]－[ﾈｯﾄﾜｰｸﾎﾞﾀﾝ]と
操作するとﾈｯﾄﾜｰｸの構成のダイアログボックスが表示されます。暗号化の設定で、「ｸﾘｱ
ﾃｷｽﾄを含む任意の認証を許可する」のラジオボタンを選択してＯＫボタンを押下してく
ださい。 

  Windows2000の場合 
[ｺﾝﾄﾛｰﾙﾊﾟﾈﾙ]－[管理ﾂｰﾙ] －[ﾙｰﾃｨﾝｸﾞとﾘﾓｰﾄｻｰﾋﾞｽ]で同等の設定をしてください。 

 
注意：LAN接続でのリモートコンソール／リモートドライブを使用する場合は、ネットワーク上か
らのデータ漏洩の可能性にご注意ください。 
 
 

2.5 LAN経由経由経由経由ののののリモートコンソールリモートコンソールリモートコンソールリモートコンソールについてについてについてについて 
•  SOL 対応装置では、LAN 経由のリモートコンソール実行中に、BMC が COM2 ポートを独占
する場合があります。このとき、OS上からの COM2ポートは使用不可となります。 

 

2.6 COM2(Serial)ポートポートポートポートについてについてについてについて 
 

•  WAN接続、およびダイレクト接続時は、管理対象サーバの標準 COM2(Serial)ポートを使用し
ます。これらWAN／ダイレクト接続をご利用の際は管理対象サーバ上のＯＳやアプリケーシ
ョンプログラムからの COM2ポートのご利用は避けてください。 

 
•  リモートコントロールのため、ダイレクト接続を選択した場合は、常時OSからはCOM2(Serial) 
ポートは認識できない状態となります。 
また、WAN接続を選択した場合は、接続したときに BMCが強制的に COM2(Serial)ポートの
制御を独占するため、OS上から認識できない状態となります。 

 
•  WAN経由通報およびページャ通報も、管理対象サーバの COM2(Serial)ポートを使用して通報
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します。 
このとき、強制的に BMCが COM2ポート制御を独占するため、OS上からの COM2ポートは
使用不可となります。 

 
•  SOL 対応装置では、LAN 経由のリモートコンソール実行中に、BMC が COM2 ポートを独占
する場合があります。このとき、OS上からの COM2ポートは使用不可となります。 
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第第第第3章章章章    セットアップセットアップセットアップセットアップ 
 

3.1 コンフィグレーシコンフィグレーシコンフィグレーシコンフィグレーションョンョンョン情報情報情報情報 
 
 管理対象サーバと管理用 PC を接続する為に、コンフィグレーション情報の設定／登録を行いま
す。 
 
 
 管理対象サーバと管理用 PC に、同じコンフィグレーション情報を設定することで、接続が可能
となります。 
 また、FDでのコンフィグレーション情報の受け渡しも可能です。 
 MWA側であらかじめフロッピー1枚に複数台分の設定データを作成することが可能です。 
 管理対象サーバ側では、EXPRESSBUILDER CD-ROMから起動する DOS版のコンフィグレーシ
ョンツールの他に、Windows動作中にMWA側と同様の画面イメージのコンフィグレーションツー
ル(MWA Agentなど)で設定が可能です。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
注意：一部の機種では、MWA から管理対象サーバ、およびその逆にフロッピーディスクで受け渡
しできない場合があります。 
 
 

作成作成 

設
定

リモートで変更(一部のみ) 

設定 

設
定

設定 

コンフィグレーションツール MWA 

コンフィグレーション情報 FD
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3.2 管理用管理用管理用管理用 PCののののセットアップセットアップセットアップセットアップ 
 
 以下の手順で、管理用 PCのセットアップを行います。 
 
3.2.1 LAN接続時接続時接続時接続時のののの前準備前準備前準備前準備 
 
 LAN接続の場合は、MWAをインストールする前に、必ず ESMPRO ServerManager Ver3.3以上を
インストールしてください。 
 WAN接続、およびダイレクト接続のみご利用の場合、この作業は不要です。 
 
3.2.2 MWAののののインストールインストールインストールインストール 
 
 Windows を起動後、EXPRESSBUILDER CD-ROM のマスタコントロールメニューから MWA 
Manager を選択して MWAインストーラを起動し、メッセージに従って MWAをインストールして
ください。 
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3.2.3 ネットワークネットワークネットワークネットワーク環境環境環境環境のののの設定設定設定設定 
 
(1) LAN接続 
 
 管理用 PCを LANへ接続し、Windowsのコントロールパネルでネットワーク(TCP/IPプロトコル)
を設定してください。IPアドレスやサブネットマスク、デフォルトゲートウェイの指定が必要です。 
 
 MWAが管理対象サーバの BMC/System BIOSとの通信するときのタイムアウト値、リトライ回数
などを「通信の設定」ダイアログボックスで指定してください。このダイアログボックスは、MWA
のメニューから[ファイル]－[環境設定]－[通信設定]を選択すると表示されます。 
通常は既定値のままでご使用ください。SNMPトラップは IPMI 1.0対応装置からの通信応答などで
使用します。IPMI 1.5装置では通報でのみ使用します。 
 
 

 
項目名 意    味 既定値 
ﾘﾓｰﾄｺﾝｿｰﾙ/ﾘﾓｰﾄﾄﾞﾗｲﾌﾞの通信[LAN]  
 無応答検出ﾀｲﾏ
値 

リモートコンソール対応 System BIOS からの応答が
無くなった際にMWA側でDisconncet状態にするタイ
マ値を指定します。 

60秒 *1 

BMCとの通信[LAN/WAN/ﾀﾞｲﾚｸﾄ接続]  
 無応答検出ﾀｲﾏ
値 

BMCからの応答が無い場合の無応答検出までの時間
を指定します。 

5秒 

 ｺﾏﾝﾄﾞ送信ﾘﾄﾗｲ
回数 

BMCからの応答が無い場合の送信リトライ回数 3回 

 送信元ﾎﾟｰﾄ
[LAN] 

MWAから BMCへ送信する際の送信元ポート番号を
指定します。管理 PC上の他のｿﾌﾄｳｪｱで既に 623を使
用している際は他の使用していないポート番号に変

623 
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更してください。 
SNMP ﾄﾗｯﾌﾟのｺﾐｭﾆ
ﾃｨ名を確認する*2 

受信した SNMP ﾄﾗｯﾌﾟのｺﾐｭﾆﾃｨ名をｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝで指
定されたｺﾐｭﾆﾃｨ名と等しいか確認します。 

チェックなし 

SNMP ﾄﾗｯﾌﾟの受信方法*2 自動選択 
 自動選択 以下の優先順位で、使用可能な SNMP ﾄﾗｯﾌﾟ受信方法

を選択します。 
  ・NVBASEを使用する 
  ・SNMP ﾄﾗｯﾌﾟｻｰﾋﾞｽを使用する 
  ・Winsockを使用する 
選択された SNMP ﾄﾗｯﾌﾟ受信方法は、ﾋｽﾄﾘﾛｸﾞに表示
されます。 

既定で選択 

 NVBASEを使用
する*3 

ESMPROの NVBASE ｻｰﾋﾞｽを使用します。  

 WinSockを使用
する 

Windows socket (Winsock.dll)を使用します。   

 SNMP ﾄﾗｯﾌﾟｻｰﾋﾞ
ｽを使用する*4 

WindowsNT4.0 または Windows2000の SNMP ﾄﾗｯﾌﾟｻ
ｰﾋﾞｽを使用します。 

 

 
*1: オプションを多数接続した環境の場合、BIOSの Option ROM展開時に無応答時間が長い場合が
あります。 
 
*2: IPMI 1.0対応装置を管理する際に使用します。IPMI 1.0装置の BMCからの応答は全て SNMP trap
を使用しています。この項目の注意事項については、別章の IPMI 1.0対応装置の注意事項を参照し
てください。なお、BMCからの通報はこの設定ではなく、ESMPRO Server Managerの設定によって
受信されます。 
 
*3:「NVBASEを使用する」を選択し、WindowsNT4.0、Windows2000またはWindowsXP Professional
をご使用の場合は、NVBASE serviceから SNMP trapを受信するために NvAdminローカルユーザグ
ループに属するか、Administratorsグループに属する必要があります。 
 
*4: WindowXPでは「SNMPトラップサービスを使用する」に設定しないでください。 
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(2) WAN接続 
 
 管理用 PCにモデムを接続し、Windowsのコントロールパネルでモデムを設定してください。 
 設定方法の詳細は、Windows、またはモデムのセットアップ説明書などを参照してください。 
 通信パラメータ(通信速度、パリティなど)は、"2.4 接続メディア"を参照してください。 
  MWAでは以下の「モデム選択」ダイアログボックスで使用するモデムを選択します。 
  (設定値は例です) 
  MWAのファイルメニューから以下の順に選択してください。 
      [環境設定]－［モデム選択］ 
 
  選択モデム一覧からMWAで使用したいモデムを選択してＯＫボタンを押下してください。 
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(3) ダイレクト接続 
 
 RS-232Cクロスケーブルを、COM(Serial)ポートに接続し、下図のMWAの「ダイレクト接続設定」
ダイアログボックスから設定を行って下さい。 
 
  MWAのファイルメニューから以下の順に選択してください。 
    [環境設定]－［ダイレクト接続設定］ 
  各パラメータを設定してＯＫボタンを押下してください。 
 



3-7 

 
3.2.4 コンフィグレーションコンフィグレーションコンフィグレーションコンフィグレーション情報情報情報情報のののの設定設定設定設定 
 
 MWAからリモートコントロールするサーバのコンフィグレーション情報を、MWAのダイアログ
ボックスから設定します。MWAには 256台までコンフィグレーション情報を登録できます。 
 
(1) MWAでの設定 (新規作成) 
 管理用 PCでMWAを起動して、ファイルメニュー[コンフィグレーション]を選択します。 
  [コンフィグレーション]ダイアログボックス上で、グループ名を選択後、新規作成ボタンを選択
してください。 

 
項目名項目名項目名項目名 意味意味意味意味 

新規作成 "設定モデルの選択"ダイアログを表示して、選択モデルに応じたコンフィグレー
ション情報を新しく作成します。 

参照作成 選択したサーバのコンフィグレーション情報のデータを参照して、新しいコンフ
ィグレーション情報を作成します。 

FD読み取り コンフィグレーション情報 FDから、コンフィグレーション情報を読み取ります。
FD書き込み 作成したコンフィグレーション情報を、コンフィグレーション情報 FD へ、書き

込みます。 
変更 登録済みのコンフィグレーション情報を変更します。 
削除         〃         削除します。 

 
(2) 設定モデルの選択 
 管理対象サーバのモデル名のリストから、接続するサーバのモデル名を選択します。 

 
《注意》 



3-8 

* リストに表示しているモデル名は、管理対象サーバの FRU 情報に格納されている情報と同じで
す。正式なモデル名とは異なる場合があります。 
* モデル名の後にRev.nnnが表示されている場合、EXPRESSBUILDERのリビジョンを意味します。 
 
項目名項目名項目名項目名 意味意味意味意味 

FD 書き込み
を行う 

コンフィグレーション情報を確認画面表示の上、FDに保存します。 

モデル名 コンフィグレーションするモデル名を選択してください。モデル名に応じたコン
フィグレーション画面を表示します。 

 
「FD書き込みを行う」にチェックした場合、詳細コンフィグレーション画面を表示します。 
「FD書き込みを行う」にチェックしなかった場合、簡易コンフィグレーション画面を表示します。
簡易コンフィグレーションダイアログでは、サーバコンフィグレーション項目の内、MWA 上のサ
ーバ登録に必要な項目だけを設定／変更できます。 
 
管理対象サーバがコンソールレス運用の場合は、コンフィグレーション情報を FD に作成する必要
があります。コンソールレス装置のコンフィグレーションについては、管理対象サーバのセットア
ップの「コンソールレス時のコンフィグレーション情報の設定」の項を参照してください。  
 
 

チェックなし チェックあり 

簡易コンフィグレーション 詳細コンフィグレーション 
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(3) 簡易コンフィグレーションダイアログボックス  (設定値は例) 
 

 
 

項目名項目名項目名項目名 意味意味意味意味 既定値既定値既定値既定値 
管理情報   
 モデル名 サーバのモデル名を表示します。 

"設定モデルの選択"ダイアログで選択されたモ
デル名を表示します。 

空白 

サーバ   
 コンピュータ名 コンピュータ名を設定します。 空白 
 IPアドレス IPアドレスを設定します。 空白 
 サブネットマスク サブネットマスクを設定します。 255.255.255.0 
認証キー BMCとの接続用認証キーを設定します。 guest 
コミュニティ名 BMC が送信する SNMP トラップのコミュニテ

ィ名を設定します。 
public 
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(4) 詳細コンフィグレーション   共通情報の設定   (設定値は例) 
 

 
 

項目名項目名項目名項目名 意味意味意味意味 既定値既定値既定値既定値 
モデル名 サーバのモデル名を表示します。 

"設定モデルの選択"ダイアログで選択されたモデル名を表示
します。 

－ 

コメント 1,2 コメントを設定します。 空白 
コンピュータ名 BMCに設定するコンピュータ名を指定します。 空白 
認証キー BMCとの接続用認証キーを設定します。 guest 
コミュニティ名 BMC が送信する SNMP トラップのコミュニティ名を設定し

ます。 
public 

通報 全ての通報先への通報の有効無効を設定します。 有効 
通報手順 "全通報先"と"1つの通報先"の、いずれかを選択します。 1つの通報先
通報レベル LAN経由通報の通報レベルを選択します。 

 
有効 

リモート制御 
(LAN) 

LAN経由のリモート制御の有効無効を設定します。 Level4 

リモート制御 
(WAN/ﾀﾞｲﾚｸﾄ) 

WAN/ダイレクト経由のリモート制御の有効無効を設定しま
す。 

有効 

リダイレクション 
(LAN) 

LAN経由のリモートコンソールの有効無効を設定します。*1 有効 
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リダイレクション 
(WAN/ﾀﾞｲﾚｸﾄ) 

WAN/ダイレクト経由のリモートコンソールの有効無効を設
定します。 

有効 

 
*1: 
SOL 対応装置で LAN 経由のリモートコンソール機能を実行するためには、以下の設定も行ってく
ださい。 

[共通情報] 
通報：有効 

[LAN情報] 
通報リトライ回数：1回以上 
通報タイムアウト：10秒以内 

[WAN/ダイレクト情報] 
使用モード：ダイレクト（クロスケーブル） 
フロー制御：RTS/CTS 
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(5) 詳細コンフィグレーション   LAN情報の設定   (設定値は例) 
 

 
 

項目名項目名項目名項目名 意味意味意味意味 既定値既定値既定値既定値 
サーバ   
 IPアドレス IPアドレスを設定します。 空白 
 サブネットマスク サブネットマスクを設定します。 255.255.255.0 
 デフォルトゲートウェイ デフォルトゲートウェイを設定します。 255.255.255.255
1次通報先/管理 PC(1)   
 有効無効ﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽ 通報の有効無効をチェック有無で設定します。 チェック無し 
 IPアドレス 管理用 PC(1)の IPアドレスを設定します。 空白 
 自アドレス設定 自 PCの IPアドレスを自動設定します。  
2次通報先/管理 PC(2)   
 有効無効ﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽ 通報の有効無効をチェック有無で設定します。 チェック無し 
 IPアドレス 管理用 PC(2)の IPアドレスを設定します。 空白 
 自アドレス設定 自 PCの IPアドレスを自動設定します。  
3次通報先/管理 PC(3)   
 有効無効ﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽ 通報の有効無効をチェック有無で設定します。 チェック無し 
 IPアドレス 管理用 PC(3)の IPアドレスを設定します。 空白 
 自アドレス設定 自 PCの IPアドレスを自動設定します。  
通報リトライ   
 通報ﾘﾄﾗｲ回数(LAN) LAN経由通報のリトライ回数を指定します。 3回 
 通報ﾀｲﾑｱｳﾄ(LAN) LAN経由通報のタイムアウト値を指定します。 6秒 
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(6) 詳細コンフィグレーション    WAN/ダイレクト(BMC)情報の設定  (設定値は例) 
 

 
項目名項目名項目名項目名 意味意味意味意味 既定値既定値既定値既定値 

シリアルポート(COM2) サーバ側の COM ﾎﾟｰﾄの設定です。  
 使用モード WAN 接続時は"WAN(モデム)"を、ダイレクト接続

時は"ダイレクト"を選択します。 
ダイトクト

 ボーレート ボーレートを選択します。 19.2Kbps 
 フロー制御 フロー制御方法を選択します。 

IPMI1.5 対応装置では、必ず”RTS/CTS”を選択しま
す。 

なし 

モデム サーバ側で使用するﾓﾃﾞﾑの設定です。  
 ダイヤルモード 使用する回線に応じて、"パルス"と"トーン"のいず

れかを選択します。 
パルス 

 初期化コマンド モデムを使用する場合の初期化コマンドを設定し
ます。 

ATE1Q0V1
X4&D2&C

1S0=0 
 ハングアップコマンド 回線を切断する場合のコマンドを設定します。 H 
 DTRハングアップ DTR信号と連動して回線を切断します。 有効 
 エスケープコード 通信モードを"オンラインモード"から"オフライン 

モード"に変更する場合のコマンドを設定します。 
+ 

通報設定ボタン 通報先の設定ダイアログを表示します。  
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(7) 通報設定  (設定値は例) 

 
 

項目名項目名項目名項目名 意味意味意味意味 既定値既定値既定値既定値 
PPP ｻｰﾊﾞ n次通報先 WAN経由通報先の設定です。  
 電話番号 通報先の PPP ｻｰﾊﾞ電話番号を設定します。 空白 
 ﾕｰｻﾞ ID PPP接続時のユーザ名を設定します。 guest 
 ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ PPP接続時のパスワードを設定します。 guest 
 ﾄﾞﾒｲﾝ PPP接続時のドメイン名を設定します。PPPサーバ

の設定によって必要な場合に指定します。 
空白 

通報先 IP ｱﾄﾞﾚｽ WAN 経由 PPP 接続で通報する通報先の IP アドレ
スを設定します。 

空白 

自ｱﾄﾞﾚｽ設定ﾎﾞﾀﾝ MWAを起動している自管理 PCの IPアドレスを設
定します。 

 

ﾀﾞｲﾔﾙﾘﾄﾗｲ WAN経由通報時のダイヤルリトライ設定  
 ﾀﾞｲﾔﾙﾘﾄﾗｲ回数 ダイヤルリトライ回数を設定します。 

設定範囲 0～7 
3 

 ﾀﾞｲﾔﾙ間隔 ダイヤルリトライする間隔(秒)を設定します。 
設定範囲 60秒～240秒 

60 

通報ﾘﾄﾗｲ WAN経由通報時の通報リトライ設定  
 通報ﾘﾄﾗｲ回数 通報リトライ回数を設定します。 3 
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設定範囲 0～7 
 通報ﾀｲﾑｱｳﾄ 通報タイムアウト値(秒)を設定します。 

設定範囲 3秒～30秒 
6 

 
 
(8) 詳細コンフィグレーション    ページャ(BMC)情報の設定   (設定値は例) 
 

 
項目名項目名項目名項目名 意味意味意味意味 既定値既定値既定値既定値

通報先 電話番号 通報先の電話番号を指定します。  
 1次通報先有効チェック
ボックス 

通報の有効／無効を指定します。チェックを付けると有
効になります。 

無効 

 1次通報先(ページャ) 通報先の電話番号(1)を指定します。 空白 
 2次通報先有効チェック
ボックス 

通報の有効／無効を指定します。チェックを付けると有
効になります。 

無効 

 2次通報先(ページャ) 通報先の電話番号(2)を指定します。 空白 
ページャメッセージ ページャに通報するメッセージを設定します。 空白 
ガイドメッセージ待ち時間 ページャセンタへダイヤル後、メッセージを送信するま

での待ち時間を設定します。 
30 
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3.2.5 接続接続接続接続チェックチェックチェックチェック 
 
サーバメニュー-[プロパティ]を選択すると、以下のプロパティダイアログボックスが表示されます。
(設定値は例) 
 

 
 
《《《《注意注意注意注意》》》》 
 
 LAN 接続の場合、管理対象サーバ側のセットアップが終了後、”接続チェック”ボタンを押して、
接続確認を行います。 
 これにより、管理対象サーバの BMCと管理用 PC上のMWAとの間で、初期情報の送受信を行い
ます。この時、MWAはサーバ側の GUIDという固体識別のための IDを取得します。DHCPなどに
よるサーバ側の IPアドレス変更の際もこの GUIDを使って自動発見することが可能です。 
 
LANLANLANLAN 接続時接続時接続時接続時はこのはこのはこのはこの「「「「接続接続接続接続チェックチェックチェックチェック」」」」をををを必必必必ずずずず実施実施実施実施してしてしてして下下下下さいさいさいさい。。。。    
 
 接続チェックを確実に実行するため、管理サーバ側は DC-OFF状態で実施してください。その他
の状態では接続タイムアウトなどのエラーとなる場合があります。 
 
  保守サービスなどで管理対象サーバのベースボード交換を行った場合もこの「接続チェック」を
必ず実施してください。[コンフィグレーション]ダイアログボックスで変更を選択し、登録ボタン
を選択すると、再度接続チェックボタンを選択できるようになります。 
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3.2.6 自動発見自動発見自動発見自動発見によるによるによるによるコンフィグレーションコンフィグレーションコンフィグレーションコンフィグレーション情報情報情報情報のののの設定設定設定設定 
 
 コンフィグレーション情報の設定方法には、MWA 上で新規作成する以外に、ネットワーク上か
ら管理対象サーバを自動発見してMWAに登録する方法があります。セットアップが終了している
BMC搭載サーバを発見できます。 
 サーバが DHCPサーバから IPアドレスを取得している場合などに、利用してください。 
 
ツールメニューから自動発見&登録コマンドを選択すると、以下のダイアログボックスが開きます。 
「未登録サーバの検索」タブを選択し、検索したいネットワークアドレスまたは IP アドレスの範
囲を指定してください。 
自動発見開始ボタンを選択すると、発見された BMC搭載サーバが一覧表示されます。 
 

 
 
一覧から、MWA上に登録したいサーバを選択してください。 
また、認証キー、コミュニティ名を入力してください。 
登録ボタンを選択すると、指定されたサーバからサーバ名を取得し、MWA 上に登録する処理が実
行されます。 
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サーバ名を管理対象サーバから取得できなかった場合や、既に登録されているサーバ名と重複して
いた場合は、以下のダイアログボックスが表示されます。サーバ名を入力してください。 
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3.3 管理対象管理対象管理対象管理対象サーバサーバサーバサーバののののセットアップセットアップセットアップセットアップ 
 
 以下の手順で、管理対象サーバ側の設定を行います。 
 
3.3.1 ネットワークネットワークネットワークネットワーク環境環境環境環境のののの設定設定設定設定 
 
(1) LAN接続 
 
 管理対象サーバの標準搭載 LANコネクタから LANへ接続してください。 
 標準 LANが 2個以上ある場合、通常は LAN1のみ BMCおよび System BIOSと接続可能です。 
  ＯＳ起動中はＯＳから LAN1を使用するように設定してください。 
 詳細は装置添付のユーザーズガイドを参照してください。 
 
(2) WAN接続 
 
 管理対象サーバの標準 COM2(serial)ポートにモデムを接続して電話回線に接続してください。 
  詳細は装置添付のユーザーズガイドを参照してください。 
 
(3) ダイレクト接続 
 
 管理対象サーバの標準 COM2(serial)ポートに RS-232Cクロスケーブルを接続してください。 
 
 
3.3.2 コンフィグレーションコンフィグレーションコンフィグレーションコンフィグレーション情報情報情報情報のののの設定設定設定設定 
 
 EXPRESSBUILDER CD-ROMから管理対象サーバをブートし、DOS版コンフィグレーションツー
ルを使用してコンフィグレーションを行います。 
 EXPRESSBUILDERメインメニューから「ツール」を選択し、「システムマネージメントの設定」
を選択してください。 
 
 MWA上で設定したコンフィグレーション情報と同じ設定を入力してください。 
 または、MWA 上で作成したコンフィグレーション情報 FD から設定情報を読み込んで管理対象
サーバへ設定書き込みを行ってください。 
 
 
管理対象管理対象管理対象管理対象サーバサーバサーバサーバををををコンソールレスコンソールレスコンソールレスコンソールレスでででで運用運用運用運用しているしているしているしている場合場合場合場合ののののコンフィグレーションコンフィグレーションコンフィグレーションコンフィグレーション情報設定情報設定情報設定情報設定のののの方法方法方法方法
はははは、、、、コンソールレスコンソールレスコンソールレスコンソールレス時時時時ののののコンフィグレーションコンフィグレーションコンフィグレーションコンフィグレーション情報情報情報情報のののの設定設定設定設定 のののの項項項項のののの手順手順手順手順をををを参照参照参照参照してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。 
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(1) システムマネージメント機能 
 
 システムマネージメント機能   
 ファームウェア管理情報の表示    
 システムマネージメントの設定    
 プログラム終了    
 選択:[Enter]  ヘルプ:[H/h]    
     

 
 
(2) システムマネージメントの設定 
 
 システムマネージメントの設定   
 コンフィグレーション    
 通報確認    
 一つ前のメニューに戻る    
 選択:[Enter]  ヘルプ:[H/h]    
     

 
 
(3) コンフィグレーション 
 
コンフィグレーション   
 新規作成    
 ＦＤ読み取り    
 ＦＤ書き込み    
 変更    
 一つ前のメニューに戻る    
 選択:[Enter]  ヘルプ:[H/h]    
     

 
   《注意》必要に応じて「FD書き込み」でﾌﾛｯﾋﾟｰﾃﾞｨｽｸに設定を保存してください。 
 
 
(4) BMC登録情報の編集 

 
 BMC 登録情報の編集   
 共通設定   →(5) 
 LAN   →(6) 
 LAN(通報設定)   →(7) 
 WAN/ダイレクト   →(8) 
 WAN(通報設定)   →(9) 
 ページャ   →(13) 
 登録   →(14) 
 キャンセル    
 選択:[Enter]  ヘルプ:[H/h]    
     
共通設定、LAN、WAN、ページャの必要な各設定入力後、登録を選択して Enterキーを押下して BMC
にコンフィグレーション情報を書き込みます。LAN接続の場合、登録後、管理用 PC上のMWAか
ら「接続チェック」を実施する際は管理対象サーバを一旦電源ボタンを押下して DC-OFFしてくだ
さい。 
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(5) 共通情報の設定 
 
共通部 
設定項目 : 設定値 
*管理情報  
 モデル名 [Express5800/120Lf] 
 コメント１ [                    ] 
 コメント２ [                    ] 
*ＢＭＣ共通  
 コンピュータ名 [                    ] 
 認証キー [*****] 
 コミュニティ名 [public] 
 通報 [有効] 
 通報手順 [１つの通報先] 
 通報レベル [レベル４(回復不能、異常、警告、回復)] 
 リモート制御(LAN) [有効] 
 リモート制御(WAN/ﾀﾞｲﾚｸﾄ) [有効] 
 ﾘﾀﾞｲﾚｸｼｮﾝ(LAN) [有効] 
 ﾘﾀﾞｲﾚｸｼｮﾝ(WAN/ﾀﾞｲﾚｸﾄ) [有効] 
１つ前のメニューに戻る  
  
  
 選択:[Enter]  ヘルプ:[H/h] 

 
項目名項目名項目名項目名 意味意味意味意味 既定値既定値既定値既定値 

管理情報 サーバ側の管理情報の設定です。  
 モデル名 サーバのモデル名を表示します。(FRU 情報に格納されている情報

です。正式なモデル名とは異なる場合があります。) 
 

 コメント 1,2 コメントを設定します。 空白 
ＢＭＣ共通 BMC共通の設定です。  
 認証キー BMCとの接続用認証キーを設定します。 guest 
 コミュニティ
名 

BMCが送信する SNMPトラップのコミュニティ名を設定します。 public 

 通報 通報の有効／無効を選択します。 有効 
 通報手順 "全通報先"と"1つの通報先"の、いずれかを選択します。 1つの通

報 
先 

 通報レベル サーバ上で発生したイベントの重要度に応じて通報するか否かのレ
ベルを設定します。*1 

レベル４

 リモート制御 
(LAN) 

LAN経由でのリモート制御の有効／無効を選択します。無効に設定
した場合は、MWAから LAN経由接続できません。 

有効 

 リモート制御 

(WAN/ﾀﾞｲﾚｸﾄ) 
WAN/ﾀﾞｲﾚｸﾄ接続でのリモート制御の有効／無効を選択します。無
効に設定した場合はMWAからWAN/ﾀﾞｲﾚｸﾄ接続できません。 

有効 

 ﾘﾀﾞｲﾚｸｼｮﾝ 
(LAN) 

BIOS による LAN 経由のﾘﾓｰﾄｺﾝｿｰﾙの有効／無効を選択します。無
効を選択した場合は、LAN経由のﾘﾓｰﾄｺﾝｿｰﾙ機能は使用できません。
*2 

有効 

 ﾘﾀﾞｲﾚｸｼｮﾝ 
(WAN/ﾀﾞｲﾚｸﾄ) 

BIOS による WAN/ﾀﾞｲﾚｸﾄ経由のﾘﾓｰﾄｺﾝｿｰﾙの有効／無効を選択しま
す。無効を選択した場合は、WAN/ﾀﾞｲﾚｸﾄ経由のﾘﾓｰﾄｺﾝｿｰﾙ機能は使
用できません。 

有効 
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１つ前のメニュー
に戻る 

" BMC登録情報の編集"メニューに戻ります。 － 

 
認証キーは、一部の管理対象サーバんぼコンフィグレーションツールでは、セキュリティキーとい
う名称で表示しています。 
 
*1:通報レベルは以下のとおり。 
通報通報通報通報レベルレベルレベルレベル 通報対象通報対象通報対象通報対象イベントイベントイベントイベント重要度重要度重要度重要度 

1 回復不能回復不能回復不能回復不能 
2 回復不能、異常異常異常異常 
3 回復不能、異常、警告警告警告警告 
4 回復不能、異常、警告、回復回復回復回復 
5 回復不能、異常、警告、回復、情報情報情報情報 
6 回復不能、異常、警告、回復、情報、監視監視監視監視 

 
*2: 
SOL 対応装置で LAN 経由のリモートコンソール機能を実行するためには、以下の設定も行ってく
ださい。 

[共通情報] 
通報：有効 

[LAN情報] 
通報リトライ回数：1回以上 
通報タイムアウト：10秒以内 

[WAN/ダイレクト情報] 
使用モード：ダイレクト（クロスケーブル） 
フロー制御：RTS/CTS 
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(6) LANの設定 
 
LAN 
設定項目 : 設定値 
*サーバ  
 IP アドレス [192.168.0.240] 
 サブネットマスク [255.255.255.0] 
 デフォルトゲートウェイ [255.255.255.255] 
 MAC アドレス [00-00-00-00-00-00] 
１つ前のメニューに戻る  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 選択:[Enter] ヘルプ:[H/h] 

 
項目名項目名項目名項目名 意味意味意味意味 既定値既定値既定値既定値 

IPアドレス サーバの IPアドレスを設定します。 0.0.0.0 
サブネットマスク サーバのサブネットマスクを設定します。 255.255.255.0 
デフォルトゲートウェイ サーバのデフォルトゲートウェイの IP アドレス

を設定します。 
255.255.255.255

MACアドレス デフォルトゲートウェイの MAC アドレスを設定
します。デフォルトゲートウェイの IPアドレスを
設定するとサーバが LAN 接続されていれば、自
動的にMACアドレスを取得して表示されます。 

00-00-00-00-00-
00 

１つ前のメニューに戻る " BMC登録情報の編集"メニューに戻ります。  
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(7) LAN(通報設定)の設定 
 
LAN(通報設定) 
設定項目 : 設定値 
*１次通報先／管理用 PC(1)  
 通報 [有効] 
 IP アドレス [192.168.0.10] 
 MAC アドレス [00-00-00-00-00-00] 
*２次通報先／管理用 PC(2)  
 通報 [有効] 
 IP アドレス [192.168.0.20] 
 MAC アドレス [00-00-00-00-00-00] 
*３次通報先／管理用 PC(3)  
 通報 [有効] 
 IP アドレス [192.168.0.30] 
 MAC アドレス [00-00-00-00-00-00] 
*通報リトライ  
 通報リトライ回数 [3]回 
 通報タイムアウト [5]秒 
１つ前のメニューに戻る  
  
 選択:[Enter] ヘルプ:[H/h] 

 
項目名項目名項目名項目名 意味意味意味意味 既定値既定値既定値既定値 

n次通報先／管理用 PC(n) サーバ側で使用する LAN経由通報の設定です。  
 通報 通報の有効／無効を設定します。 無効 
 IPアドレス 通報先管理ＰＣの IPアドレスを設定します。 0.0.0.0 
 MACアドレス 通報先／管理用 PC の MAC アドレスを設定しま

す。サーバが LAN接続されている状態の場合、IP
アドレスを入力すると自動的に取得して表示され
ます。ただし、ゲートウェイ越えの接続の場合は、
先にデフォルトゲートウェイの IP アドレスを設
定して MAC アドレス取得設定済みである必要が
あります。また、LAN接続されていない場合は、
手入力する必要があります。 

00-00-00-00-00-
00 

通報リトライ 通報リトライの設定です。  
 通報リトライ回数 通報リトライ回数を設定します 3回 
 通報タイムアウト 通報タイムアウト値(秒)を設定します。 5秒 
１つ前のメニューに戻る "BMC登録情報の編集"メニューに戻ります。  
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(8) WAN/ダイレクト(BMC)情報の設定 
 
WAN/ダイレクト 
設定項目 : 設定値 
*シリアルポート  
  使用モード [モデム] 
  ボーレート [19.2(Kbps)] 
  フロー制御 [RTS/CTS] 
*モデム  
 ダイヤルモード [ATDP] 
  初期化コマンド [ATE1Q0V1X4&D2&C1S0=0] 
  ハングアップコマンド [ATH] 
  DTR ハングアップ [有効] 
  エスケープコード [+] 
１つ前のメニューに戻る  
  
  
 選択:[Enter] ヘルプ:[H/h] 

 
項目名項目名項目名項目名 意味意味意味意味 既定値既定値既定値既定値 

シリアルポート(COM2) サーバ側で使用する COM ﾎﾟｰﾄの設定です。  
 使用モード WAN 接続時は"WAN(モデム)"を、ダイレクト接続

時は"ダイレクト"を選択します。 
ダイトクト

 ボーレート ボーレートを選択します。 19.2Kbps 
 フロー制御 フロー制御方法を選択します。 

IPMI1.5 対応装置では、必ず”RTS/CTS”を選択しま
す。 

なし 

モデム サーバ側で使用するﾓﾃﾞﾑの設定です。  
 ダイヤルモード 使用する回線に応じて、"パルス"の場合は”ATDP”、

"トーン"の、場合は”ATDT”と入力してください。。 
ATDP 

 初期化コマンド モデムを使用する場合の初期化コマンドを設定し
ます。 

ATE1Q0V1
X4&D2&C

1S0=0 
 ハングアップコマンド 回線を切断する場合のコマンドを設定します。 H 
 DTRハングアップ DTR信号と連動して回線を切断します。 有効 
 エスケープコマンド 通信モードを"オンラインモード"から"オフライン 

モード"に変更する場合のコマンドを設定します。 
+ 

１つ前のメニューに戻る " BMC登録情報の編集"メニューに戻ります。  
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(9) WAN(通報設定) 
 
WAN(通報設定)   
 PPP サーバ(WAN)    
 通報先 IP アドレス(WAN)    
 共通設定(WAN)    
 一つ前のメニューに戻る    
 選択:[Enter]  ヘルプ:[H/h]    
     

 
 

項目名項目名項目名項目名 意味意味意味意味 
PPPサーバ(WAN) WAN経由通報で接続する PPPサーバのパラメータを設定する画

面を表示します。 
通報先 IPアドレス(WAN) WAN 経由通報で PPP 接続した後の通報先 IP アドレスを設定す

る画面を表示します。 
共通設定(WAN) WAN経由通報する際のCOM2ポートなどの共通設定する画面を

表示します。 
１つ前のメニューに戻る "BMC登録情報の編集"メニューに戻ります。 
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(10) PPPサーパの設定 
 
PPP サーバ(WAN) 
設定項目 : 設定値 
*１次通報先  
  通報 [有効] 
  電話番号 [03-3455-5800] 
  ユーザ ID [guest] 
  パスワード [*****] 
 ドメイン [     ] 
*２次通報先  
  通報 [有効] 
  電話番号 [03-3455-5800] 
  ユーザ ID [guest] 
  パスワード [*****] 
 ドメイン [     ] 
１つ前のメニューに戻る  
  
  
 選択:[Enter] ヘルプ:[H/h] 

 
項目名項目名項目名項目名 意味意味意味意味 既定値既定値既定値既定値 

n次通報先 サーバのBMCからPPP接続する通報先を設定しま
す。 

 

 通報 通報の有効／無効を設定します。 無効 
 電話番号 PPP接続先の電話番号を設定します。 空白 
 ユーザ ID PPP接続する際のユーザ IDを設定します。 guest 
 パスワード PPP接続する際のパスワードを設定します。 guest 
 ドメイン PPP接続する際のドメイン名を設定します。 

PPP サーバ側の設定で必要な場合のみ設定してく
ださい。 

空白 

１つ前のメニューに戻る "WAN(通報設定)"メニューに戻ります。  
 
《《《《注意注意注意注意》》》》WAN経由通報ご利用の場合、PPP接続後に通報する通報先 IPアドレスを(11)LAN情報の
設定画面の 1～3 次通報先/管理用 PC(1～3)IP アドレスに指定してください。この IP アドレスが指
定されない場合、WAN経由通報は送信されません。 
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(11) 通報先 IPアドレス(WAN)の設定 
 
通報先 IP アドレス(WAN) 
設定項目 : 設定値 
*通報先ＩＰアドレス  
 １次通報先 [192.168.0.10] 
 ２次通報先 [192.168.0.20] 
 ３次通報先 [192.168.0.30] 
１つ前のメニューに戻る  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 選択:[Enter] ヘルプ:[H/h] 

 
項目名項目名項目名項目名 意味意味意味意味 既定値既定値既定値既定値 

通報先ＩＰアドレス   
n次通報先 通報先管理ＰＣの IPアドレスを設定します。 0.0.0.0 
１つ前のメニューに戻る " WAN(通報設定)"メニューに戻ります。  
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(12) 共通設定(WAN)の設定 
 
共通設定(WAN) 
設定項目 : 設定値 
*ダイヤルリトライ  
  ダイヤルリトライ回数 [3 回] 
  ダイヤル間隔 [60 秒] 
*通報リトライ  
  通用リトライ回数 [3 回] 
  通報タイムアウト [6 秒] 
１つ前のメニューに戻る  
  
  
  
  
  
  
  
 選択:[Enter] ヘルプ:[H/h] 

 
項目名項目名項目名項目名 意味意味意味意味 既定値既定値既定値既定値 

ダイヤルリトライ WAN経由通報時のダイヤルリトライ設定  
 ダイヤルリトライ回数 ダイヤルリトライ回数を設定します。 

指定範囲 0～7 
3 

 ダイヤル間隔 ダイヤルリトライする間隔(秒)を設定します。 
設定範囲 60秒～240秒 

60 

通報リトライ WAN経由通報時の通報リトライ設定  
 通報リトライ回数 通報リトライ回数を設定します。 

指定範囲 0～7 
3 

 通報タイムアウト 通報タイムアウト値(秒)を設定します。 
設定範囲 3秒～30秒 

6 

１つ前のメニューに戻る " WAN(通報設定)"メニューに戻ります。  
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(13) ページャ(BMC)情報の設定 
 
ページャ(BMC) 
設定項目 : 設定値 
*１次通報先  
  通報 [有効] 
  電話番号 [03-3455-5800] 
*２次通報先  
  通報 [有効] 
  電話番号 [03-3455-5800] 
*メッセージ  
  通報メッセージ [] 
  ガイドメッセージ待ち時間 [20(秒)] 
１つ前のメニューに戻る  
  
  
  
  
  
  
  
 設定:[Enter]  ヘルプ:[H/h] 

 
項目名項目名項目名項目名 意味意味意味意味 既定値既定値既定値既定値

n次通報先 サーバの BMCから PPP接続する通報先を設定します。  
 通報 通報の有効／無効を設定します。 無効 
 電話番号 ページャの電話番号を設定します。 空白 
メッセージ サーバの BMC からページャへ通報するメッセージの設

定です。。 
 

 通報メッセージ ページャへ送信するメッセージを設定します。 空白 
 ガイドメッセージ待ち
時間 

ページャセンタへダイヤル後、メッセージを送信するま
での待ち時間(秒)を設定します。設定範囲 0～30秒。 

30 

１つ前のメニューに戻る " BMC登録情報の編集"メニューに戻ります。  
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(14) 登録 
 
BMC 登録情報の編集   
 共通設定    
 LAN    
 LAN(通報設定)    
 WAN/ダイレクト    
 WAN(通報設定)    
 ページャ    
 登録    
 キャンセル    
 選択:[Enter]  ヘルプ:[H/h]    
     

 
設定情報の入力が終了したら、BMC登録情報の編集メニューに戻って、「登録」を選択します。 
Enterキーを押下して BMCに設定情報を書き込みます。 
 
登録で Enterキー押下後、以下のエラーメッセージが表示された場合は LAN環境の確認後、再度登
録操作を実行してください。ただし、適切な MAC アドレスを入力してある場合はその必要はあり
ません。 
 
   
     
 xxx.xxx.xxx.xxx MAC アドレスを取得できません。    
 表示の MAC アドレスを設定します。    
     
 OK:[Enter]     
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3.3.2.2 コンソールレスコンソールレスコンソールレスコンソールレス時時時時ののののコンフィグレーションコンフィグレーションコンフィグレーションコンフィグレーション情報情報情報情報のののの設定設定設定設定 
 
コンソールレス運用を行う管理対象サーバ上では、DOS版コンフィグレーションツールを直接操
作することができませんが、EXPRESSBUILDER のコンソールレス機能を使って、コンフィグレー
ション情報を設定することができます。 

 
EXPRESSBUILDER は、装置にキーボードなどのコンソールが接続されていないとき、基本的な
コンフィグレーション情報の設定を自動的に行なって、MWAから LAN経由またはダイレクト接続
でリモートコンソール操作ができるようにします。その後、リモートコンソールから、管理サーバ
上の DOS版コンフィグレーションツールやその他のツールを操作することができます。 

 
以下の手順に従って、コンソールレス時のコンフィグレーション情報の設定を行なってください。 
 

[1] LAN接続接続接続接続のののの場合場合場合場合 
 
(1)MWA に管理対象サーバのコンフィグレーション情報を設定し、コンフィグレーション情報 FD
を作成する 

MWA上でサーバのコンフィグレーション情報を新規作成する場合の手順を示します。 
 
1. フォーマット済みの 1.44MBのフロッピーディスクを管理用 PCの FDドライブにセットして
ください。 

 
2. MWA (MWA Remote Control Manager) のファイルメニュー-[コンフィグレーション]を選択し
ます。[コンフィグレーション]ダイアログボックス上で、グループ名を選択後、新規作成ボ
タンを選択してください。 

 
3. [設定モデルの選択]ダイアログボックス上で[FD 書き込みを行う]にチェックし、操作したい
管理対象サーバのモデル名を選択してください。選択した管理対象サーバに対応した詳細コ
ンフィグレーションダイアログボックスが表示されます。 
* リストに表示しているモデル名は、管理対象サーバの FRU 情報に格納されている情報と
同じです。正式なモデル名とは異なる場合があります。 

 
4. ダイアログボックス上で、管理対象サーバのコンフィグレーション情報を設定してください。

BMC搭載装置の場合、以下の項目は必ず設定してください。 
 
<共通ページ> 
・コンピュータ名(管理対象サーバを示す任意の名前。サーバ名) 
<LANページ> 
・IPアドレス 
・サブネットマスク 
・デフォルトゲートウェイ 
・1次通報先(管理用 PCの IPアドレス)  
 

5. 以下のファイル名でフロッピーディスクに保存してください。 
ファイル名は、管理対象サーバに EXPRESSBUILDERが添付されているか、保守・管理ツー
ル CD-ROMが添付されているかによって異なります。 
<コンフィグレーション情報ファイル名> 
保守・管理ツール CD-ROMの場合：NICS_RC.CFG 
EXPRESSBUILDERの場合：CSL_LESS.CFG 

 
(2)リモートコンソール操作の準備をする 

1. MWA(MWA Remote Control Manager)上のサーバ名を右クリックして、ポップアップメニュー
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から[プロパティ]コマンドを選択してください。[プロパティ]ダイアログボックスで、以下の
ように設定してください。 
<IDページ> 
接続形態：LAN 
<アラート通知ページ> 
[標準設定を使用する]のチェックを外して[アクティベート]のリセットにチェックする。 

 
2. MWA(MWA Remote Control Manager)上のサーバ名を右クリックして、ポップアップメニュー
から[リモートコンソールの起動]コマンドを選択してください。MWA Remote Consoleが起動
します。 

 
3. MWA Remote Consoleの子ウィンドウ(サーバウィンドウ)を右クリックして、ポップアップメ
ニューから[リモートコンソールの動作指定]コマンドを選択し、表示されるダイアログボッ
クス上で[MWAモードで実行]を選択してください。 

 
* LAN経由の場合、通常は管理対象サーバ側で POSTが終了すると自動的にリモートコンソ
ール用の通信が切断されます。[MWAモードで実行]を設定することで、EXPRESSBUILDER
や DOS が起動した場合でも、管理対象サーバの画面をリモートコンソールで操作するこ
とができます。 
管理対象サーバ上でWindowsなどの OSを起動する際は、「指定なし」に戻してください。 

 
(3)管理対象サーバにコンフィグレーション情報を設定する 

1. 管理対象サーバの CD-ROMドライブに、添付の EXPRESSBUILDERを、FDドライブにコン
フィグレーション情報 FDを、それぞれセットしてください。 

 
2. 管理対象サーバの電源を、OFF/ONしてください。1回のリブート後。MWA Remote Console
のサーバウィンドウ上に、EXPRESSBUILDERのメインメニューが表示されます。 

 
メニューが表示されたら、管理対象サーバの FD ドライブからフロッピーディスクを取り出
してください。また、メインメニュー以外のツールを操作したい場合は、CD-ROMドライブ
からフロッピーディスクを取り出してください。 
 

(4)MWAから接続チェックを行なう 
LAN接続の場合、MWAから管理対象サーバのリモート制御する前に、接続チェックを実施して
ください。 

1. 接続チェックを確実に行なうために、管理対象サーバの電源を OFFしてください。 
 
2. MWA(MWA Remote Control Manager)上のサーバ名を右クリックして、ポップアップメニュー
から[プロパティ]コマンドを選択してください。[プロパティ]ダイアログボックスの<IDペー
ジ>で、”接続チェック”ボタンを押して接続確認を行なってください。 
 

* SOL 対応装置の場合、以降のリモートコンソール実行中は、管理対象サーバの電源制御を必ず
MWA上から行なってください。 

 
[2] ダイレクトダイレクトダイレクトダイレクト接続接続接続接続のののの場合場合場合場合 
 
(1) MWAに管理対象サーバのコンフィグレーション情報を設定し、コンフィグレーション情報 FD
を作成する 

MWA上でサーバのコンフィグレーション情報を新規作成する場合の手順を示します。 
 
1. MWA (MWA Remote Control Manager) のファイルメニュー-[コンフィグレーション]を選択し
ます。[コンフィグレーション]ダイアログボックス上で、グループ名を選択後、新規作成ボ
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タンを選択してください。 
 
2. [設定モデルの選択]ダイアログボックス上で[FD 書き込みを行う]にチェックし、操作したい
管理対象サーバのモデル名を選択してください。選択した管理対象サーバに対応した詳細コ
ンフィグレーションダイアログボックスが表示されます。 
* リストに表示しているモデル名は、管理対象サーバの FRU 情報に格納されている情報と
同じです。正式なモデル名とは異なる場合があります。 

 
3. ダイアログボックス上で、管理対象サーバのコンフィグレーション情報を設定してください。

BMC搭載装置の場合、以下の設定してください。 
<IDページ> 
・コンピュータ名(管理対象サーバを示す任意の名前。サーバ名) 
<WAN/ダイレクトページ> 
・使用モード:ダイレクト(クロスケーブル) 
・ボーレート:19.2KBPS 
 

4. 以下のファイル名でフロッピーディスクに保存してください。 
ファイル名は、管理対象サーバに EXPRESSBUILDERが添付されているか、保守・管理ツー
ル CD-ROMが添付されているかによって異なります。 
<コンフィグレーション情報ファイル名> 
保守・管理ツール CD-ROMの場合：NICS_RC.CFG 
EXPRESSBUILDERの場合：CSL_LESS.CFG 

 
 
(2)リモート制御・リモートコンソール操作の準備をする 

1. MWA (MWA Remote Control Manager)のファイルメニュー-[環境設定]-[ダイレクト接続設定]
の順を選択します。[ダイレクト接続設定]ダイアログボックス上で、以下の設定を行なって
ください。 
ポート:クロスケーブルを接続した管理 PCの COMポート番号 
ボーレート:19200 
フロー制御: IPMI1.5装置の場合、RTS/CTS 

 
2. MWA(MWA Remote Control Manager)上のサーバ名を右クリックして、ポップアップメニュー
から[プロパティ]コマンドを選択してください。[プロパティ]ダイアログボックスで、以下の
ように設定してください。 
<IDページ> 
接続形態：COM 
COM: ダイレクト(クロスケーブル) 

 
3. MWA(MWA Remote Control Manager)上のサーバ名を右クリックして、ポップアップメニュー
から[リモートコンソールの起動]コマンドを選択してください。MWA Remote Consoleが起動
します。 

 
4. MWA Remote Consoleのツールバーで接続ボタンを押してください。 

 
(3)管理対象サーバにコンフィグレーション情報を設定する 

1. 管理対象サーバの CD-ROMドライブに、添付の EXPRESSBUILDERを、FDドライブにコン
フィグレーション情報 FDを、それぞれセットしてください。 

 
2. 管理対象サーバの電源を、OFF/ONしてください。1回のリブート後。MWA Remote Console
のサーバウィンドウ上に、EXPRESSBUILDERのメインメニューが表示されます。 
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メニューが表示されたら、管理対象サーバの FD ドライブからフロッピーディスクを取り出
してください。また、メインメニュー以外のツールを操作したい場合は、CD-ROMドライブ
からフロッピーディスクを取り出してください。 
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3.3.3 BIOSのののの設定設定設定設定 
  IPMI 1.5対応の管理対象サーバでは、WAN/ダイレクト接続時にリモートコンソール機能を利用す
る場合のみ、BIOS setup機能で以下の設定を実施してください。 
管理対象サーバにより、設定項目が異なる場合があります。BIOS setupの詳細については、装置添
付のユーザーズカイドを参照してください。 
 
Server – Console Redirection の各項目を以下のように設定してください。 
  Serial Port Address:  [On Board COM B] 
  Baud Rate:  任意の値 
  Flow Control:  WAN接続の場合[RTS/CTS+CD]、ダイレクト接続の場合[RTS/CTS]  
  Terminal Type (Console Type):  [PC-ANSI] 
 
《注意》 
・ Serial Port Address, Baud Rate, Flow Controlの項目は、コンフィグレーション情報の設定と連動し
ています。 

・ SOL対応装置では、コンフィグレーション情報の設定でリダイレクション(LAN)項目を有効にす
ると、BIOS Setupの項目が以下のように設定されます。変更しないでくだい。 

  Serial Port Address:  [On Board COM B] 
  Flow Control:         [RTS/CTS] 

また、Terminal Type (Console Type)は[PC-ANSI]に設定してください。 
・ EXPRESSBUILDERのコンソールレス機能でコンフィグレーション情報の設定を行なった場合は、

BIOS Setupの項目も適切な値に設定されます。 
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3.3.4 Windows上上上上からのからのからのからのコンフィグレーションコンフィグレーションコンフィグレーションコンフィグレーション情報情報情報情報のののの設定設定設定設定 
 EXPRESSBUILDER CD-ROMから管理対象サーバを起動し、DOS版コンフィグレーションツール
（システムマネージメントの設定）を使用してのコンフィグレーションの他に、Windows上からコ
ンフィグレーションツール(MWA Agent)を起動してコンフィグレーションすることも可能です。 
 
3.3.4.1 準備準備準備準備 
 ESMPRO Server Agentインストール後に以下の手順でインストールしてください。 
 管理対象サーバ上でWindowsを起動後、EXPRESSBUILDER CD-ROMのマスタコントロールメニ
ューからMWA Agentを選択してください。MWA Agentインストーラが起動します。メッセージに
従ってMWA Agentをインストールしてください。 
 
3.3.4.2 起動起動起動起動 
 スタートメニューからMWA Agentを選択し、MWA Agentをクリックしてください。 
 
3.3.4.3 設定設定設定設定 
 以下の画面より必要な処理のボタンをクリックしてください。各画面の内容、操作は管理用 PC
上のMWAのコンフィグレーションと同様です。詳細はそちらを参照してください。 
 

 
3.3.4.4  MWA Agentごごごご利用時利用時利用時利用時のののの注意事項注意事項注意事項注意事項 
・BMC搭載サーバ以外では、インストール／実行しないでください。 
・MWA Agentは管理対象サーバのWindows上で動作するBMC/RomPilotのコンフィグレーションツ
ールです。管理用 PC側と通信は行いません。 
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第第第第4章章章章    MWAのののの使使使使いいいい方方方方 
 

この章では、MWAから管理対象サーバへ接続するまでの手順を説明します。 
 

4.1 リモートコンソールリモートコンソールリモートコンソールリモートコンソールのののの起動起動起動起動 
 
リモートコンソール機能は、MWA Remote Consoleから実行できます。 
MWA Remote Consoleの起動は、MWA Remote Control Manager上でサーバを選択し、右クリックメ
ニューから[リモートコンソールの起動]コマンドを選択します。 
 
 

4.2 接続接続接続接続 
4.2.1 接続接続接続接続メディアメディアメディアメディアのののの切替切替切替切替 

LAN/WAN/ダイレクト接続の切替は、MWAに登録されているサーバ毎に以下のサーバプロパ
ティから行います。MWA (MWA Remote Control Manager)上でサーバを選択し、サーバメニュ
ーからプロパティを選択してください。 
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4.2.2 LAN接続接続接続接続 
4.2.2.1 BMCとのとのとのとの接続接続接続接続 

  サーバメニューから BMCへコマンド（電源状態更新、電源制御、BMCダイアログの起動）
を発行することで BMCと接続されます。 
 

4.2.2.2 リモートコンソールリモートコンソールリモートコンソールリモートコンソール接続接続接続接続 
(1) 自動接続自動接続自動接続自動接続 

  リモートコンソールの接続は、MWA Remote Console上でツールバーの接続ボタン
を押下して接続します。しかし、POST 中のみ接続可能のため、接続タイミングが取れませ
ん。そのため、通常の System BIOSとの接続としてはサーバプロパティのアラート通知タブ
で、アクティベートのリセットにチェックをして自動接続の設定を行います。 
 

 
 
この設定を行うと、MWA Remote Console を起動している間は、管理対象サーバが起動して
System BIOS/RomPilotと接続できるようになった時点で自動的にサーバウィンドウを表示し
て System BIOSと接続しリモートコンソール画面を表示します。 
MWA Remote Consoleをかならず起動状態にしておいてください。 
 
SOL 対応装置で LAN 経由のリモートコンソールを実行する場合は、必ず管理対象サーバを
MWAからリセット（または電源 ON）して、自動接続で接続してください。MWAは選択さ
れた動作(非MWAモード、MWAモード。後述参照)によって、自動接続時に管理対象サーバ
のリモートコンソールの設定を切り替え、サーバをリセットします。接続コマンドが選択さ
れた場合は、リセットしてもよい状態か判断できないため、MWA は管理対象サーバの設定
を変更しません。このため、接続コマンドでは LAN経由のリモートコンソールを開始できな
い場合があります。 
 
SOL対応装置のリモートコンソールの動作と方式は以下の組み合わせになります。 

 非MWAモード MWA モード(リモー
トドライブ指定) 

MWA モード(リモー
トドライブ指定以外)

リモートコンソ
ール方式 

System BIOS System BIOS Serial over LAN (SOL)

 
 

(2) DOSツールツールツールツールののののリモートコンソールリモートコンソールリモートコンソールリモートコンソール 
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LAN経由でリモートコンソールを行う場合、通常は管理対象サーバ側で POSTが終了すると
自動的にリモートコンソール用の通信が切断されます。MWAからサーバ上の DOSツールを
操作したい場合は、以下の設定を行ってサーバをリセットしてください。この設定はサーバ
毎にMWA上で必要となります。 
 
［設定方法］ 
・ MWA Remote Console上で対象サーバのサーバウィンドウを開き、そのウィンドウ上で右ク
リックしてください。 
・ 表示されるポップアップメニューから［ﾘﾓｰﾄｺﾝｿｰﾙの動作指定…］を選択してください。 
・ 表示される以下のダイアログボックスで［MWA モードで実行］を選択してＯＫボタンを
押下してください。 

 
管理対象サーバ上でWindowsなどの OSを起動する際は、「指定なし」に戻してください。 
LAN経由で Linux(CUI)のリモートコンソールを表示できるのは SOL対応装置のみです。 
 
MWAモード： 

MWAモードは、サーバがブートするときにサーバ上の System BIOS/RoｍPilotのリモート
コンソール対応部分がアンロードされない設定のことです。この設定によりブート後もリ
モートコンソールを続行することができます。 
リモートドライブ実行時は、自動的にMWAモードになります。このことにより、リモー
トドライブからサーバ上に起動した DOS プログラムを MWA 上から操作することができ
ます。 
 

非MWAモード： 
非 MWAモードは、サーバがブートするときにサーバ上の System BIOS/RoｍPilot のリモ
ートコンソール対応部分がアンロードされる設定です。 MWA とサーバとのリモートコ
ンソール接続は、ブート時にクローズされます。通常、サーバは非MWAモードで動作し
ます。 
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4.2.3 WAN接続接続接続接続 

発信先電話番号は、サーバプロパティで指定します。 

 
電話番号を入力して［ＯＫ］ボタンを押下してください。 
 

4.2.3.1 BMCとのとのとのとの接続接続接続接続 
WAN 接続の場合は、サーバを選択して、サーバメニューから接続(WAN/ダイレクト接続)コ
マンドを実行してください。サーバプロパティで指定された電話番号へモデムから発信しま
す。サーバに接続すると、ステータスバーに接続中のサーバ名が表示されます。接続後、BMC
へのコマンド（電源状態更新、電源制御、BMCダイアログの起動）が正常に実行できます。 
 

4.2.3.2 リモートコンソールリモートコンソールリモートコンソールリモートコンソールのののの接続接続接続接続 
WAN接続の場合は、MWA Remote Console上で接続ボタン を押下してください。 
サーバプロパティで指定された電話番号へモデムから発信します。サーバに接続するとサー
バが POST中はリモートコンソール画面が表示されます。 
 
 

4.2.4 ダイレクトダイレクトダイレクトダイレクト接続接続接続接続 
4.2.4.1 BMCとのとのとのとの接続接続接続接続 

ダイレクト接続の場合は、サーバを選択して、サーバメニューから接続(WAN/ダイレクト接
続)コマンドを実行してください。接続ボタンを押下するとすぐにサーバと接続されます。サ
ーバに接続すると、ステータスバーに接続中のサーバ名が表示されます。接続後、BMCへの
コマンド（電源状態更新、電源制御、BMCダイアログの起動）が正常に実行できます。 
 

4.2.4.2 リモートコンソールリモートコンソールリモートコンソールリモートコンソールのののの接続接続接続接続 
ダイレクト接続の場合は、まずMWA Remote Console上で接続ボタン を押下してくだ
さい。 
接続ボタンを押下するとすぐにサーバと接続されます。サーバに接続するとサーバが POST
中はリモートコンソール画面が表示されます。 
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4.3 リモートドライブリモートドライブリモートドライブリモートドライブのののの使使使使いいいい方方方方 
 
4.3.1 サーバプロパティサーバプロパティサーバプロパティサーバプロパティのののの設定設定設定設定 

リモートドライブ機能は、リモートコンソール実行時に、管理 PC上のフロッピードライブ(ま
たはイメージファイル)から管理対象サーバを起動することができます。 
リモートコンソール接続の前にサーバメニューからプロパティを選択してください。表示さ
れたサーバプロパティダイアログボックスのリモートドライブタブをクリックして、「フロ
ッピーＡ」、または「FDイメージファイル」を選択してください。 
 
フロッピーＡを選択した場合は、適用または OK ボタンを押下して管理 PC 上のＡドライブ
に管理対象サーバ上で起動したいフロッピーディスクをセットしてください。 

 
FDイメージファイルを選択した場合は、FDイメージファイルの作成/コピーボタンでイメー
ジファイルを登録する必要があります。まず、作成する FD イメージファイル名を入力して
から FDイメージファイルの作成/コピーボタンを押下してください。 
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FDイメージファイル作成ダイアログボックスが表示されたら、 
「フロッピーディスクから FD イメージファイルを作成」ラジオボタンをクリックして開始
ボタンを押下します。 

 
 
開始ボタンを押下すると以下のようにプログレスバー表示で作成過程を確認できます。 

 
作成が終了したら、プロパティダイアログポックスの適用または OK ボタンを押下してくだ
さい。 
 

4.3.2 管理対象管理対象管理対象管理対象サーバサーバサーバサーバのののの起動起動起動起動 
サーバプロパティの設定が終わったら、管理対象サーバを起動します。BMCダイアログボッ
クスのパワーonボタンを押下してサーバを起動させてください。System BIOSが起動され、
MWA と接続されると自動的にリモートドライブのモードになります。リモートドライブモ
ードになると POST終了後もMWA modeで接続が継続されリモートコンソール機能が利用可
能です。リモートコンソール画面を見ながら管理 PC 上のフロッピードライブから起動され
たプログラムの操作ができます。 
リモートドライブのモードの場合、MWA Remote Consoleのタイトルバー、サーバウィンドゥ
タイトルバー上に「RD」の文字が表示されます。 
必要な処理が終了した後は、サーバプロパティのリモートドライブ設定を解除してください。 
注意) リモート FDは System BIOSの処理能力的にブートに時間がかかる場合があります。 
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4.4 電源制御電源制御電源制御電源制御 
 
4.4.1 BMCダイアログダイアログダイアログダイアログからのからのからのからの操作操作操作操作 

MWA(MWA Remote Control Manager)上で管理対象のサーバ名を右クリックしてポップアップメ
ニューから[BMCダイアログの起動]を選択してください。BMCダイアログが開きます。 

MWAから管理対象サーバに対して、パワーonやパワーoff、リセットなどの電源制御を 
以下の"BMC(Baseboard Management Controller)"ダイアログボックスから行うことができます。 

 
項目名項目名項目名項目名 説明説明説明説明 

ｻｰﾊﾞの状態 hh:mm:ss hh:mm:ss時点でのｻｰﾊﾞの状態を表示します。 
 電源 電源状態を示します。 
 Power LED ｻｰﾊﾞ前面の Power LEDの表示状態を示します。 
 LCD ｻｰﾊﾞ前面の LCD の表示内容を表示します。LCD がないｻｰﾊﾞにつ

いても、仮想 LCDの内容を表示します。 
 ｼｽﾃﾑ監視 現在行われているｼｽﾃﾑ監視の種類を表示します。 
 監視間隔 ｼｽﾃﾑ監視が実行される間隔を表示します。 
 ｼｽﾃﾑ通電累積時間 電源 ON状態の累積時間を示します。 
 モデル名 ﾓﾃﾞﾙ名を表示します。(FRU 情報内に格納されている情報です。

正式なﾓﾃﾞﾙ名とは異なる場合があります) 
 号機番号 号機番号(ｼﾘｱﾙ番号)を表示します。 
 更新 ﾎﾞﾀﾝ "ｻｰﾊﾞの状態"を最新情報に更新します。 
ｻｰﾊﾞへの制御 ｻｰﾊﾞを制御するｺﾏﾝﾄﾞﾎﾞﾀﾝ群です。 
 ﾊﾟﾜｰ ｽｲｯﾁ ﾊﾟﾜｰﾎﾞﾀﾝを押下します。 *1 *2 
 ﾊﾟﾜｰ on ﾊﾟﾜｰ on(DC-on)します。 
 ﾘｾｯﾄ ﾎﾞﾀﾝ ﾘｾｯﾄします。  *1 
 OS ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ ﾎﾞﾀﾝ OS上の ESMPRO Server Agentと BMC経由で通信して OS ｼｬｯﾄﾀﾞ

ｳﾝします。 対応する ESMPRO Server Agentが必要です。 *1  *3
 ﾀﾞﾝﾌﾟ ﾎﾞﾀﾝ ﾀﾞﾝﾌﾟｽｲｯﾁをｵﾝにします。  *1 
 筐体識別 ﾎﾞﾀﾝ 筐体識別を動作させます。例: 青色 LEDの点灯など。  *3 
ｻｰﾊﾞへの緊急電源制御 ｻｰﾊﾞを緊急電源制御するｺﾏﾝﾄﾞﾎﾞﾀﾝ群です。 
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 ﾊﾟﾜｰ off ﾎﾞﾀﾝ 電源を強制 offします。  *1 
 ﾊﾟﾜｰｻｲｸﾙ ﾎﾞﾀﾝ 電源を落とした後、電源を再投入します。  *1 
ｻｰﾊﾞからの情報 ｻｰﾊﾞから情報収集するｺﾏﾝﾄﾞﾎﾞﾀﾝ群です。 
 IPMI情報 ﾎﾞﾀﾝ "IPMI情報"ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽを表示し、IPMI情報を表示します。 
 BMC設定 ﾎﾞﾀﾝ "BMC ﾘﾓｰﾄ設定"ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽを表示します。BMC ｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝ

設定情報の表示／設定をﾘﾓｰﾄで行います。 
ﾘﾓｰﾄｺﾝｿｰﾙ切替 ﾎﾞﾀﾝ WAN/ﾀﾞｲﾚｸﾄ接続時に、ﾘﾓｰﾄｺﾝｿｰﾙ機能実行可能な状態に設定しま

す。 
閉じる ﾎﾞﾀﾝ "BMC"ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽを終了します。 

*1: 電源操作電源操作電源操作電源操作についてはについてはについてはについては、、、、管理対象管理対象管理対象管理対象サーバサーバサーバサーバ上上上上のののの OSOSOSOS 状態状態状態状態にににに関関関関わらずわらずわらずわらずハードウェアハードウェアハードウェアハードウェアでででで制御制御制御制御をををを行行行行いますのいますのいますのいますの
でででで、、、、システムシステムシステムシステム破壊破壊破壊破壊などのなどのなどのなどの可能性可能性可能性可能性がありますがありますがありますがあります。。。。電源操作電源操作電源操作電源操作のののの実行実行実行実行にはにはにはには十分十分十分十分ごごごご注意注意注意注意くださいくださいくださいください。。。。 

*2: IPMI 1.0IPMI 1.0IPMI 1.0IPMI 1.0 装置向装置向装置向装置向けけけけコマンドボタンコマンドボタンコマンドボタンコマンドボタンですですですです。。。。パワースイッチパワースイッチパワースイッチパワースイッチボタンボタンボタンボタンはははは管理対象管理対象管理対象管理対象サーバサーバサーバサーバ上上上上ののののパワースパワースパワースパワース
イッチボタンイッチボタンイッチボタンイッチボタンをををを押下押下押下押下したしたしたした場合場合場合場合とととと等価等価等価等価なななな動作動作動作動作をををを行行行行いますいますいますいます。。。。 

*3: IPMI 1.5IPMI 1.5IPMI 1.5IPMI 1.5 装置向装置向装置向装置向けけけけコマンドボタンコマンドボタンコマンドボタンコマンドボタンですですですです。。。。 
 
 
4.4.2 メニューコマンドメニューコマンドメニューコマンドメニューコマンドからのからのからのからの操作操作操作操作 
複数の管理対象サーバに対して、電源制御（パワーon/パワーoff/パワーサイクル/リセット/OS シ

ャットダウン）を行なうこともできます。 

 
 
電源制御コマンドは、以下の条件をみたす場合に実行可能です。 
・BMC搭載サーバであること 
・LAN接続の場合、接続チェック実行済みであること 
・WAN/ダイレクト接続の場合、MWA Remote Control Managerと対象サーバが接続状態であること 
 
各電源制御コマンドについては、BMC ダイアログ上からの電源制御コマンドの説明を参照してく
ださい。 

 
実行結果は以下のように表示されます。 
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各サーバに対する実行結果はヒストリログを参照してください。ヒストリログは MWA Remote 

Control Managerの表示メニューからヒストリログコマンドを選択して開きます。 
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4.5 IPMI情報収集情報収集情報収集情報収集 
 
4.5.1 IPMI情報情報情報情報のののの読読読読みみみみ込込込込みみみみ 

MWAの BMCダイアログボックスから IPMI情報コマンドボタンを押下すると以下の画面が
表示されます。 
 

 
アクションボタンを押下して「最新情報の読み込みと表示」ボタンを押下してください。 
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以下のダイアログボックスで「読み込む情報」を選択してＯＫボタンを押下すると読み込み
が始まります。 

 
マネージメントコントローラ情報は、MWA が接続しているサーバ上の BMC に
IPMB(Intelligent Platform Management Bus)経由で接続されている他のマネージメントコント
ローラの Firmware versionなどを取得します。 
 
 
読み込みが始まると以下のダイアログボックスが表示され、読み込み件数がカウントアップ
されていきます。読み込みが終了するとこのダイアログボックスは自動的に閉じられます。 

 
 
読み込み時間は BMCに格納されている SELや SDR、FRUの件数によって変化します。 
 
接続方法や件数が多い場合は数分～数十分かかる場合があります。 
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読み込みが終了すると、読み込み前に選択したモードに応じてツリービューのフレームでシ
ステムイベントログ(SEL)、センサ装置情報(SDR)、保守交換部品情報(FRU)の「一覧」をク
リックすると右側の詳細フレームにその一覧とその詳細が表示されます。 

 
 
必要に応じてファイルボタンを押下して以下のメニューから最新情報のバックアップボタン
を押下して読み込んだ IPMI 情報を保存してください。障害が発生している場合は、この情
報を元に障害個所の分析が可能です。 
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4.6 ユーザレベルユーザレベルユーザレベルユーザレベル 
 
4.6.1 ユーザレベルユーザレベルユーザレベルユーザレベル設定設定設定設定 

MWAではスーパバイザとオペレータという２つのユーザレベルを設定できます。 
スーパバイザはMWAのすべての機能を使用することができます。 
オペレータはスーパバイザが[ユーザレベル設定...]コマンドにより許可した機能だけを使用
することができます。 
 
MWA のファイルメニューから[環境設定]－[ユーザレベル設定]を選択すると以下のダイアロ
グボックス(設定値は例)が表示されます。ユーザレベル設定されている場合はスーパバイザ
のみ変更可能です。オペレータユーザに操作可能にする機能を BMCダイアログ、IPMI情報
ダイアログ、BMCリモート設定ダイアログについて指定可能です。各ユーザのパスワードに
ついては変更ボタンを押下して設定してください。 

 
4.6.2 ログインログインログインログイン 

ユーザレベル設定後、MWAを起動する際に以下のログイン画面が表示されます。 
ユーザレベルの選択とパスワードを入力してＯＫボタンを押下してください。 
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第第第第5章章章章    IPMI 1.0対応対応対応対応サーバサーバサーバサーバのののの注意事項注意事項注意事項注意事項 
5.1 機能機能機能機能 

  IPMI Ver.1.0に対応した BMC搭載サーバでは、これまでご説明してきた IPMI Ver.1.5対応
BMC搭載サーバと比較して以下の機能が異なります。 

 
機能機能機能機能 IPMI 1.0対応対応対応対応サーバサーバサーバサーバ IPMI 1.5対応サーバ 
リモートコンソール機能 →→→→ LAN ○ 

WAN/ﾀﾞｲﾚｸﾄ ○ 
リモートドライブ機能 →→→→ ○LANのみ 
リモート電源制御 常時以下の制御が可能 

・ パワーON 
・ パワーOFF 
・ パワーサイクル 
・ リセット 
・ ダンプ 
・ パワースイッチ 
 

常時以下の制御が可能 
・ パワーON 
・ パワーOFF 
・ パワーサイクル 
・ リセット 
・ ダンプ 
・ OSシャットダウン* 
・ 筐体識別 
 

リモート情報収集 →→→→ 
POSTおよびMWAモードでDOS
起動時 

CMOS/DMI/ESCD/PCI 

常時以下の情報収集が可能 
・ IPMI情報(SEL,SDR,FRU) 
・ BMC設定情報 
・ パネル情報(電源 status、ス
テータス LED、LCD、シス
テム監視、監視間隔、シス
テム通電時間) 
・  
 

リモート設定 ・ 通報手順 
・ 通報リトライ回数 
・ 通報リトライタイムア
ウト値 
・ 通報レベル 
・ ページャ設定状態 
・ ページャ通報先 
・ ページャメッセージ 
・ ガイドメッセージ待ち
時間 

 

・ 通報手順 
・ 通報リトライ回数 
・ 通報リトライタイムアウ
ト値 
・ ページャ設定状態 
・ ページャ通報先 
・ ページャメッセージ 
・ ガイドメッセージ待ち時
間 
・ 通報先有効／無効 

 
LAN リモートコンソー
ル設定 

MWA Agentと保守パーティショ
ン連携による設定。自動設定後、
自動リブートする。 

BMCへの設定のみで可能 

BMC Transport Driver WindowsNT4.0のみ対応 未対応 
 
 
*:MWAからリモートで BMCを経由して OSにシャットダウンのコマンドを送信します。IPMI 1.0
装置のパワースイッチ操作による方法と比較してサーバ側の状態に関わらずシャットダウンが可
能です。ただし、リモートからのシャットダウンに対応した ESMPRO Server Agentが Exoress5800
上で動作していることが必要です。 
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管理用管理用管理用管理用 PC (Windows) 管理対象管理対象管理対象管理対象サーバサーバサーバサーバ 

MWA 

コンフィグレーションツールコンフィグレーションツールコンフィグレーションツールコンフィグレーションツール 
(DOS版) 

コンフィグレーションツールコンフィグレーションツールコンフィグレーションツールコンフィグレーションツール 
(Windows版) 

BMC 

RomPilot (拡張拡張拡張拡張 BIOS)

接続接続接続接続メディアメディアメディアメディア
・LAN 
・WAN 
・ダイレクト

BMC Transport driver 
(WindowsNT版) 

 

5.2 IPMI 1.0対応対応対応対応サーバサーバサーバサーバののののシステムシステムシステムシステムのののの構成要素構成要素構成要素構成要素 

 
 MWAのシステムは、以下の要素から構成されます。 

• 管理用 PC上のMWA 
• 管理対象サーバ上の BMC 
• 管理対象サーバ上の RomPilot(拡張 BIOS) 
• 管理対象サーバ上で動作するコンフィグレーションツール(DOS版、Windows版) 
• 管理対象サーバ上で動作する BMC Transport ﾄﾞﾗｲﾊﾞ(WindowsNT版) 
• 通信メディア(LAN、WAN、またはダイレクト) 

 
 MWA は、BMC や RomPilot(拡張 BIOS)に対し通信を行い、リモートコントロール機能を、実現
しています。各機能は以下のような構成要素で実現されています。 

対応構成要素 機  能 
LAN接続 WAN/ﾀﾞｲﾚｸﾄ接続 

ﾘﾓｰﾄｺﾝｿｰﾙ機能 RomPilot BIOS 
ﾘﾓｰﾄﾄﾞﾗｲﾌﾞ機能 RomPilot × 
ﾘﾓｰﾄ電源制御 BMC BMC 
ﾘﾓｰﾄ情報収集 BMC (SEL,SDR,FRU) 

RomPilot  
   (CMOS, DMI, ESCD, PCI) 

BMC(SEL,SDR,FRU) 

 
 コンフィグレーションツールには、EXPRESSBUILDERから起動される DOS版と、Windows上に
インストールして使用するWindows版があります。 
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MWAは、主に２つのモジュールから構成されます。 

MWA Remote Control Manager:  
  MWAのメインウィンドウ。サーバ管理およびリモート電源制御など BMCへのコマンド 
  実行を実現します。 
 
MWA Remote Console:  
  リモートコンソール、リモートドライブ機能を実現します。SystemBIOS/RomPilotとの 

  通信を実現します。 
 
 

5.3 IPMI 1.0対応対応対応対応サーバサーバサーバサーバのののの設定設定設定設定 
 
5.3.1 IPMI 1.0対応対応対応対応サーバサーバサーバサーバ向向向向けのけのけのけのネットワークネットワークネットワークネットワーク環境環境環境環境のののの設定設定設定設定 
 
(1) LAN接続時の注意事項 
 MWAでは IPMI 1.0対応サーバの RomPilot/BMCから SNMPトラップを受信します。この SNMP
トラップの受信方法を以下の「通信の設定」ダイアログボックスで選択してください。このダイア
ログボックスは、MWA のメニューから[ファイル]－[環境設定]－[通信設定]を選択すると表示され
ます。通常は既定値のままでご使用ください。 
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項目名 意    味 既定値 
SNMP ﾄﾗｯﾌﾟのｺﾐｭﾆ
ﾃｨ名を確認する 

受信した SNMP ﾄﾗｯﾌﾟのｺﾐｭﾆﾃｨ名をｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝで指
定されたｺﾐｭﾆﾃｨ名と等しいか確認します。 

チェックなし 

SNMP ﾄﾗｯﾌﾟの受信方法 自動選択 
 自動選択 以下の優先順位で、使用可能な SNMP ﾄﾗｯﾌﾟ受信方法

を選択します。 
  ・NVBASEを使用する 
  ・SNMP ﾄﾗｯﾌﾟｻｰﾋﾞｽを使用する 
  ・Winsockを使用する 
選択された SNMP ﾄﾗｯﾌﾟ受信方法は、ﾋｽﾄﾘﾛｸﾞに表示
されます。 

既定で選択 

 NVBASEを使用
する 

ESMPROの NVBASE ｻｰﾋﾞｽを使用します。  

 WinSockを使用
する 

Windows socket (Winsock.dll)を使用します。   

 SNMP ﾄﾗｯﾌﾟｻｰﾋﾞ
ｽを使用する 

WindowsNT4.0 または Windows2000の SNMP ﾄﾗｯﾌﾟｻ
ｰﾋﾞｽを使用します。 

 

 
 同同同同じじじじ管理用管理用管理用管理用 PC上上上上ででででMWAやややや ESMPRO以外以外以外以外のののの SNMPトラトラトラトラップップップップをををを受信受信受信受信するするするする管理管理管理管理ソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェアをごをごをごをご
使用使用使用使用になるになるになるになる場合場合場合場合、、、、UDP/SNMPののののポートポートポートポートのののの共有共有共有共有についてについてについてについて考慮考慮考慮考慮するするするする必要必要必要必要がありますがありますがありますがあります。。。。MWA、、、、ESMPRO、、、、
他他他他のののの管理管理管理管理ソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェアのそれぞれでのそれぞれでのそれぞれでのそれぞれで SNMP トラップサービストラップサービストラップサービストラップサービスからからからから SNMP トラップトラップトラップトラップをををを受信受信受信受信するようするようするようするよう
にににに設定設定設定設定することがすることがすることがすることが必要必要必要必要となりますとなりますとなりますとなります。。。。 
 SNMPトラップの受信方法を変更した場合は、管理用 PCを再起動してください。MWA再起動後
より指定された SNMPトラップ受信方法で受信します。 
 SNMPトラップサービスから受信する場合、受信した SNMPトラップからコミュニティ名は取得
できません。このため、このMWAの「SNMPトラップの受信方法」で SNMPトラップサービスか
ら受信するに指定した場合は、同時に「SNMPトラップのコミュニティ名を確認する」チェックボ
ックスのチェックを外してください。 
 以下に SNMPトラップの受信方法を図解します。 
 
[NVBASEを使用する] 
 

MWA は ESMPRO の  NVBASE ｻｰﾋﾞｽから
SNMP ﾄﾗｯﾌﾟを受信します。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

「NVBASE を使用する」を選択し、WindowsNT4.0、Windows2000 または WindowsXP 
Professionalをご使用の場合は、NVBASE serviceから SNMP trapを受信するために NvAdmin
ローカルユーザグループに属するか、Administratorsグループに属する必要があります。 
 

 

Winsock.dll 

NVBASE service 

MWA 

SNMP Trap



 
[Winsockを使用する] 
 

MWA は UDP/SNMP ﾎﾟｰﾄを占有します。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
[SNMP ﾄﾗｯﾌﾟｻｰﾋﾞｽを使用する] 
 

MWA はSNMPﾄﾗｯﾌﾟｻｰﾋﾞｽ上で他の管理ﾂｰﾙと
UDP/SNMP ﾎﾟｰﾄの共有が可能です。 
 
SNMP ﾄ ﾗ ｯ ﾌ ﾟ ｻ ｰ ﾋ ﾞ ｽは WindowsNT4.0 と 
Windows2000で利用可能です。 
 
 
 
 

 
 
 
 

Winsock.dll 

MWA 

SNMP Trap

Winsock.dll 

SNMP Trap service 

MWA 

SNMP Trap
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5.3.2 IPMI 1.0対応対応対応対応サーバサーバサーバサーバ向向向向けのけのけのけの MWAコンフィグレーションコンフィグレーションコンフィグレーションコンフィグレーション 
 
(1) IPMI1.0 簡易コンフィグレーションダイアログボックス  (設定値は例) 
 

 
項目名項目名項目名項目名 意味意味意味意味 既定値既定値既定値既定値 

管理情報   
 モデル名 サーバのモデル名を表示します。 

"設定モデルの選択"ダイアログで選択されたモ
デル名を表示します。 

空白 

サーバ   
 コンピュータ名 コンピュータ名を設定します。 空白 
 IPアドレス IPアドレスを設定します。 空白 
 サブネットマスク サブネットマスクを設定します。 255.255.255.0 
認証キー BMCとの接続用認証キーを設定します。 guest 
コミュニティ名 BMC が送信する SNMP トラップのコミュニテ

ィ名を設定します。 
public 

パスフレーズ RomPilotとの接続用暗号キーを設定します。 guest 
 
認証キーは、一部の管理対象サーバのコンフィグレーションツールではセキュリティキーという名
称で表示しています。 
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(2) IPMI 1.0 詳細コンフィグレーション   共通情報の設定   (設定値は例) 
 

 
 

項目名項目名項目名項目名 意味意味意味意味 既定値既定値既定値既定値 
モデル名 サーバのモデル名を表示します。 

"設定モデルの選択"ダイアログで選択されたモデル名を表示し
ます。 

－ 

コメント 1,2 コメントを設定します。 空白 
認証キー BMCとの接続用認証キーを設定します。 guest 
コミュニティ名 BMC が送信する SNMP トラップのコミュニティ名を設定しま

す。 
public 

通報手順 "全通報メディア"と"1つの通報メディア"の、いずれかを選択し
ます。 

1つの通報
メディア 

通報リトライ回数 1通報先への通報のリトライ回数を設定します。 3 
通報タイムアウト 通報に対する通報先からの応答待ち時間を設定します。 6 

 
認証キーは、一部の管理対象サーバ上のコンフィグレーションツールではセキュリティキーという
名称で表示しています。 
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(3) IPMI 1.0 詳細コンフィグレーション   LAN(RomPilot & BMC)情報の設定   (設定値は例) 
 

 
項目名項目名項目名項目名 意味意味意味意味 既定値既定値既定値既定値 

サーバ   
 コンピュータ名 コンピュータ名を設定します。 空白 
 IPアドレス IPアドレスを設定します。 空白 
 サブネットマスク サブネットマスクを設定します。 255.255.255.0 
 デフォルトゲートウェイ デフォルトゲートウェイを設定します。 255.255.255.255
 パスフレーズ RomPilotとの接続用暗号キーを設定します。 guest 
1次通報先/管理 PC(1)   
 IPアドレス 管理用 PC(1)の IPアドレスを設定します。 空白 
 自アドレス設定 自 PCの IPアドレスを自動設定します。  
2次通報先/管理 PC(2)   
 IPアドレス 管理用 PC(2)の IPアドレスを設定します。 空白 
 自アドレス設定 自 PCの IPアドレスを自動設定します。  
3次通報先/管理 PC(3)   
 IPアドレス 管理用 PC(3)の IPアドレスを設定します。 空白 
 自アドレス設定 自 PCの IPアドレスを自動設定します。  
BMC   
 通報レベル(LAN) LAN経由通報の通報レベルを選択します。 Level4 
 リモート制御(LAN) リモート制御の有効性を選択します。 有効 
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(4) IPMI 1.0 詳細コンフィグレーション    WAN/ダイレクト(BMC)情報の設定  (設定値は例) 

 
項目名項目名項目名項目名 意味意味意味意味 既定値既定値既定値既定値 

シリアルポート(COM2) ｻｰﾊﾞ側の COM ﾎﾟｰﾄの設定です。  
 使用モード WAN 接続時は"WAN(モデム)"を、ダイレクト接続

時は"ダイレクト"を選択します。 
WAN(モデ
ム) 

 ボーレート ボーレートを選択します。 19.2Kbps 
 フロー制御 フロー制御方法を選択します。IPMI1.0対応装置で

は、”なし”を選択します。 
なし 

モデム ｻｰﾊﾞ側で使用するﾓﾃﾞﾑの設定です。  
 ダイヤルモード 使用する回線に応じて、"パルス"と"トーン"の、 

いずれかを選択します。 
パルス 

 初期化コマンド モデムを使用する場合のコマンドを設定します。 &F 
 ハングアップコマンド 回線を切断する場合のコマンドを設定します。 H 
 エスケープコマンド 通信モードを"オンラインモード"から"オフライン 

モード"に変更する場合のコマンドを設定します。 
+ 

通報先 WAN経由通報先の設定です。  
 1次通報先 通報先の PPP ｻｰﾊﾞ電話番号(1)を設定します。 空白 
 2次通報先 通報先の PPP ｻｰﾊﾞ電話番号(2)を設定します。 空白 
 PPPユーザ名 PPP接続時のユーザ名を設定します。 guest 
 PPPパスワード PPP接続時のパスワードを設定します。 guest 
 IP ｱﾄﾞﾚｽ設定ﾎﾞﾀﾝ PPP経由の通報先の IP ｱﾄﾞﾚｽを設定します。  
通報レベル(WAN/ﾀﾞｲﾚｸﾄ) WAN経由通報、およびダイレクト接続通報の 

通報レベルを選択します。 
Level4 

リモート制御(WAN/ﾀﾞｲﾚｸﾄ) リモート制御の有効性を選択します。 有効 
接続 Ring回数 BMCが着信する Ring回数を設定します。 6 
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(5) IPMI 1.0 詳細コンフィグレーション    ページャ(BMC)情報の設定   (設定値は例) 
 

 
 

項目名項目名項目名項目名 意味意味意味意味 既定値既定値既定値既定値
通報先 電話番号 通報先の電話番号を指定します。  
 1次通報先(ページャ) 通報先の電話番号(1)を指定します。 空白 
 2次通報先(ページャ) 通報先の電話番号(2)を指定します。 空白 
ページャメッセージ ページャに通報するメッセージを設定します。 空白 
通報レベル(ページャ) ページャ通報の通報レベルを設定します。 Level4 
ガイドメッセージ待ち時間 ページャセンタへダイヤル後、メッセージを送信するま

での待ち時間を設定します。 
30 
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(6) 接続チェック 
 
サーバメニュー-[プロパティ]を選択すると、以下のプロパティダイアログボックスが表示されます。
(設定値は例) 
 

 
 
《《《《注意注意注意注意》》》》 
 
 LAN 接続の場合、管理対象サーバ側のセットアップが終了後、"接続チェック"ボタンを押して、
接続確認を行います。 
 これにより、管理対象サーバの BMCと管理用 PC上のMWAとの間で、初期情報の送受信を行い
ます。この時、MWAは管理対象サーバ側の GUIDという固体識別のための IDを取得します。DHCP
などによるサーバ側の IPアドレス変更の際もこの GUIDを使って自動発見することが可能です。 
 
    LANLANLANLAN 接続時接続時接続時接続時はこのはこのはこのはこの「「「「接続接続接続接続チェックチェックチェックチェック」」」」をををを必必必必ずずずず実施実施実施実施してしてしてして下下下下さいさいさいさい。。。。    
 
 接続チェックを確実に実行するため、サーバ側は DC-OFF状態で実施してください。その他の状
態では接続タイムアウトなどのエラーとなる場合があります。 
 
  保守サービスなどで管理対象サーバのベースボード交換を行った場合もこの「接続チェック」を
必ず実施してください。[コンフィグレーション]ダイアログボックスで変更を選択し、登録ボタン
を選択すると、再度接続チェックボタンを選択できるようになります。 
 



5-12 

 
 
 
5.3.3 IPMI1.0対応対応対応対応サーバサーバサーバサーバののののコンフィグレーションコンフィグレーションコンフィグレーションコンフィグレーション情報情報情報情報のののの設定設定設定設定 
 
 EXPRESSBUILDER CD-ROMから管理対象サーバを起動し、DOS版コンフィグレーションツール
を使用してコンフィグレーションを行います。 
 EXPRESSBUILDERメインメニューから「ツール」を選択し、「システムマネージメントの設定」
を選択してください。 
 
 MWA上で設定したコンフィグレーション情報と同じ設定を入力してください。 
 または、MWA 上で作成したコンフィグレーション情報 FD から設定情報を読み込んでサーバへ
設定書き込みを行ってください。 
 
管理対象管理対象管理対象管理対象サーバサーバサーバサーバををををコンソールレスコンソールレスコンソールレスコンソールレスでででで運用運用運用運用しているしているしているしている場合場合場合場合ののののコンフィグレーションコンフィグレーションコンフィグレーションコンフィグレーション情報設定情報設定情報設定情報設定のののの方法方法方法方法
はははは、、、、3章章章章およびおよびおよびおよび 5章章章章ののののコンソールレスコンソールレスコンソールレスコンソールレス時時時時ののののコンフィグレーションコンフィグレーションコンフィグレーションコンフィグレーション情報情報情報情報のののの設定設定設定設定 のののの項項項項のののの手順手順手順手順をををを参照参照参照参照してしてしてして
くださいくださいくださいください。。。。 
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(1) IPMI 1.0 システムマネージメント機能 
 
 システムマネージメント機能   
 BMC ファームウェアの更新    
 システムマネージメントの設定    
 プログラム終了    
 選択:[Enter]  ヘルプ:[H/h]    
     

 
 
(2) IPMI 1.0システムマネージメントの設定 
 
 システムマネージメントの設定   
 コンフィグレーション    
 通報確認    
 一つ前のメニューに戻る    
 選択:[Enter]  ヘルプ:[H/h]    
     

 
 
(3) IPMI 1.0コンフィグレーション 
 
コンフィグレーション   
 新規作成    
 ＦＤ読み取り    
 ＦＤ書き込み    
 変更    
 参照    
 一つ前のメニューに戻る    
 選択:[Enter]  ヘルプ:[H/h]    
     

 
   《注意》必要に応じて「FD書き込み」でフロッピーディスクに設定を保存してください。 
 
 
(4) IPMI 1.0 RomPilot & BMC登録情報の編集 

 
 RomPilot & BMC 登録情報の編集   
 共通設定(RomPilot & BMC)    
 LAN(RomPilot & BMC)    
 WAN/ダイレクト(BMC)    
 ページャ(BMC)    
 登録    
 キャンセル    
 選択:[Enter]  ヘルプ:[H/h]    
     

 
共通設定、LAN、WAN、ページャの必要な各設定入力後、登録を選択して Enter キーを押下して
BMC/RomPilotにコンフィグレーション情報を書き込みます。 
LAN接続の場合、登録後、管理用 PC上のMWAから「接続チェック」を実施する際は管理対象サ
ーバを一旦電源ボタンを押下して DC-OFFしてください。 
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(5) IPMI 1.0共通部(RomPilot & BMC)情報の設定 
 
共通部(RomPilot & BMC) 
設定項目 : 設定値 
モデル名 [Express5800/120Ld] 
コメント１ [] 
コメント２ [] 
認証キー [*****] 
コミュニティ名 [public] 
通報手順 [１つの通報メディア] 
通報リトライ回数 [3(回)] 
通報タイムアウト [6(秒)] 
１つ前のメニューに戻る  
  
  
  
  
  
 選択:[Enter]  ヘルプ:[H/h] 

 
項目名項目名項目名項目名 意味意味意味意味 既定値既定値既定値既定値 

モデル名 サーバのモデル名を表示します。 － 
コメント 1,2 コメントを設定します。 空白 
認証キー BMCとの接続用認証キーを設定します。 guest 
コミュニティ名 BMC が送信する SNMP トラップのコミュニティ名を設定しま

す。 
public 

通報手順 "全通報メディア"と"1つの通報メディア"の、いずれかを選択し
ます。 

1つの通報
メディア 

通報リトライ回数 1通報先への通報のリトライ回数を設定します。 3 
通報タイムアウト 通報に対する通報先からの応答を待つ時間を設定します。 6 
１つ前のメニュー
に戻る 

"RomPilot & BMC登録情報の編集"メニューに戻ります。 － 

 
認証キーは、一部の管理対象サーバ上のコンフィグレーションツールではセキュリティキーという
名称で表示しています。
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(6) IPMI 1.0 LAN(RomPilot & BMC)情報の設定 
 
LAN(RomPilot & BMC) 
設定項目 : 設定値 
コンピュータ名 [guest] 
IP アドレス [0.0.0.0] 
サブネットマスク [255.255.255.0] 
デフォルトゲートウェイ [255.255.255.255] 
パスフレーズ [*****] 
１次通報先/管理用 PC(1)IP アドレス [0.0.0.0] 
２次通報先/管理用 PC(2)IP アドレス [0.0.0.0] 
３次通報先/管理用 PC(3)IP アドレス [0.0.0.0] 
通報レベル(LAN) [レベル４：回復不能、異常、警告、回復] 
リモート制御(LAN) [有効] 
１つ前のメニューに戻る  
  
  
  
  
 選択:[Enter] ヘルプ:[H/h] 

 
項目名項目名項目名項目名 意味意味意味意味 既定値既定値既定値既定値 

コンピュータ名 コンピュータ名を設定します。 guest 
IPアドレス IPアドレスを設定します。 空白 
サブネットマスク サブネットマスクを設定します。 255.255.255.0 
デフォルトゲートウェイ デフォルトゲートウェイを設定します。 255.255.255.255
パスフレーズ RomPilotとの接続用暗号キーを設定します。 guest 
１次通報先/管理 PC(1) 
IPアドレス 

管理用 PC(1)の IPアドレスを設定します。 0.0.0.0 

２次通報先/管理 PC(2) 
IPアドレス 

管理用 PC(2)の IPアドレスを設定します。 0.0.0.0 

３次通報先/管理 PC(3) 
IPアドレス 

管理用 PC(3)の IPアドレスを設定します。 0.0.0.0 

通報レベル(LAN) LAN経由通報の通報レベルを選択します。 Level4 
リモート制御(LAN) リモート制御の有効性を選択します。 有効 
１つ前のメニューに戻る "RomPilot & BMC 登録情報の編集"メニューに戻

ります。 
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(7) IPMI 1.0 WAN/ダイレクト(BMC)情報の設定 
 
WAN/ダイレクト(BMC) 
設定項目 : 設定値 
使用モード [モデム] 
ボーレート [19.2(Kbps)] 
フロー制御 [なし] 
ダイヤルモード(WAN） [パルス] 
モデム初期化コマンド(WAN) [AT&F] 
ハングアップコマンド(WAN) [ATH] 
エスケープコード(WAN) [+] 
１次通報先(WAN)電話番号 [] 
２次通報先(WAN)電話番号 [] 
PPP ユーザ ID（WAN） [guest] 
PPP パスワード(WAN/ﾀﾞｲﾚｸﾄ) [*****] 
通報レベル(WAN) [レベル４：回復不能、異常、警告、回復] 
リモート制御(WAN/ﾀﾞｲﾚｸﾄ) [有効] 
接続 Ring 回数(WAN) [6(回)] 
１つ前のメニューに戻る  
  
  
  
  
 選択:[Enter] ヘルプ:[H/h] 

 
項目名項目名項目名項目名 意味意味意味意味 既定値既定値既定値既定値 

使用モード WAN接続時は"モデム"を、ダイレクト接続時は 
"ダイレクト"を選択します。 

モデム 

ボーレート ボーレートを選択します。 19.2Kbps 
フロー制御 フロー制御方法を選択します。IPMI1.0対応装置で

は”なし”を選択します。 
なし 

ダイヤルモード(WAN) 使用する回線に応じて、"パルス"と"トーン"の、 
いずれかを選択します。 

パルス 

モデム初期化コマンド(WAN) モデムを使用する場合のコマンドを設定します。 &F 
ハングアップコマンド(WAN) 回線を切断する場合のコマンドを設定します。 H 
エスケープコマンド(WAN) 通信モードを"オンラインモード"から"オフライン 

モード"に変更する場合のコマンドを設定します。 
+ 

1次通報先(WAN)電話番号 通報先の電話番号(1)を設定します。 空白 
2次通報先(WAN)電話番号 通報先の電話番号(2)を設定します。 空白 
PPPユーザ ID(WAN) PPP接続時のユーザ名を設定します。 guest 
PPPパスワード(WAN) PPP接続時のパスワードを設定します。 guest 
通報レベル(WAN/ﾀﾞｲﾚｸﾄ) WAN経由通報、およびダイレクト接続通報の 

通報レベルを選択します。 
Level4 

リモート制御(WAN/ﾀﾞｲﾚｸﾄ) リモート制御の有効性を選択します。 有効 
接続 Ring回数(WAN) BMCが着信する Ring回数を設定します。 6 
１つ前のメニューに戻る "RomPilot & BMC登録情報の編集"メニューに戻り

ます。 
 

 
《《《《注意注意注意注意》》》》WAN 経由通報ご利用の場合、 PPP 接続後に通報する通報先 IP アドレスを
(6)LAN(RomPilot&BMC)情報の設定画面の 1～3次通報先/管理用 PC(1～3)IPアドレスに指定してく
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ださい。この IPアドレスが指定されない場合、WAN経由通報は送信されません。 
 
 
(8) IPMI 1.0ページャ(BMC)情報の設定 
 
ページャ(BMC) 
設定項目 : 設定値 
１次通報先(ページャ)電話番号 [] 
２次通報先(ページャ)電話番号 [] 
ページャメッセージ [] 
通報レベル(ページャ) [レベル４：回復不能、異常、警告、回復] 
ガイドメッセージ待ち時間 [30(秒)] 
１つ前のメニューに戻る  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 設定:[Enter]  ヘルプ:[H/h] 

 
項目名項目名項目名項目名 意味意味意味意味 既定値既定値既定値既定値

1次通報先(ページャ) 通報先の電話番号(1)を指定します。 空白 
2次通報先(ページャ) 通報先の電話番号(2)を指定します。 空白 
ページャメッセージ ページャに通報するメッセージを設定します。 空白 
通報レベル(ページャ) ページャ通報の通報レベルを設定します。 Level4 
ガイドメッセージ待ち時間 ページャセンタへダイヤル後、メッセージを送信するま

での待ち時間を設定します。 
30 

１つ前のメニューに戻る "RomPilot & BMC登録情報の編集"メニューに戻ります。  
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5.3.3.2 コンソールレスコンソールレスコンソールレスコンソールレス時時時時ののののコンフィグレーションコンフィグレーションコンフィグレーションコンフィグレーション情報情報情報情報のののの設定設定設定設定 
 
コンソールレス運用を行う管理対象サーバ上では、DOS版コンフィグレーションツールを直接操
作することができませんが、EXPRESSBUILDER のコンソールレス機能を使って、コンフィグレー
ション情報を設定することができます。 

 
手順は、3章を参照してください。ここでは、IPMI1.0装置用の設定内容を示します。 
 

[1] LAN接続接続接続接続のののの場合場合場合場合 
MWA 上で管理対象サーバのコンフィグレーション情報を設定するとき、以下の項目は必ず設定
してください。 

<LANページ> 
・コンピュータ名(管理対象サーバを示す任意の名前。サーバ名) 
・IPアドレス 
・サブネットマスク 
・デフォルトゲートウェイ 
・1次通報先(管理用 PCの IPアドレス)  
 

[2] ダイレクトダイレクトダイレクトダイレクト接続接続接続接続のののの場合場合場合場合 
MWA 上で管理対象サーバのコンフィグレーション情報を設定するとき、以下の項目は必ず設定
してください。 

<LANページ> 
・コンピュータ名(管理対象サーバを示す任意の名前。サーバ名) 
<WAN/ダイレクトページ> 
・使用モード:ダイレクト(クロスケーブル) 
・ボーレート:19.2KBPS 

 
MWA (MWA Remote Control Manager)のファイルメニュー-[環境設定]-[ダイレクト接続設定]で

以下の設定を行なってください。 
ポート:クロスケーブルを接続した管理 PCの COMポート番号 
ボーレート:19200 
フロー制御: None 
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5.3.4 IPMI1.0対応対応対応対応サーバサーバサーバサーバのののの BIOSのののの設定設定設定設定 
 BIOS セットアップ機能で以下の設定を行います。管理対象サーバにより、設定項目が異なる場
合があります。詳しくは装置添付のユーザーズガイドの BIOS セットアップの項を参照してくださ
い。 
 

(a) 電源 ON後、F2を押下して BIOS setupを起動する 
(b) Advanced－Advanced－RomPilot support[Enabled] 
 LAN接続でリモートコンソール機能を利用する場合のみ指定 
(c) Advanced－Peripheral Configuration－LAN Controller[Enabled] 
(d) System Hardware―Wake On Event―Wake On Lan [Enabled] 
 LAN接続で Wake On LAN 機能を利用する場合のみ指定 

(e) System Hardware－Console Redirection－ 
 WAN/ﾀﾞｲﾚｸﾄ接続時にリモートコンソール機能を利用する場合のみ指定 
 COM2ポートの設定(ｱﾄﾞﾚｽと IRQ)は Peripheralの設定と Console Redirectionの設定を一
致させておく必要があります。 

 
5.3.5 IPMI1.0対応対応対応対応サーバサーバサーバサーバへのへのへのへのWindows上上上上からのからのからのからのココココンフィグレーションンフィグレーションンフィグレーションンフィグレーション情報情報情報情報のののの設設設設
定定定定 
 EXPRESSBUILDER CD-ROMから管理対象サーバを起動し、DOS版コンフィグレーションツール
（システムマネージメントの設定）を使用してのコンフィグレーションの他に、Windows上からコ
ンフィグレーション 
ツール(MWA Agent)を起動してコンフィグレーションすることも可能です。 
 
5.3.5.1 準備準備準備準備 
 ESMPRO Server Agentインストール後に以下の手順でインストールしてください。 
 管理対象サーバ上でWindowsを起動後、EXPRESSBUILDER CD-ROMのマスタコントロールメニ
ューから MWA Agent を選択して MWA Agent インストーラを起動し、メッセージに従って MWA 
Agentをインストールしてください。 
 
5.3.5.2 起動起動起動起動 
 スタートメニューからMWA Agentを選択し、MWA Agentをクリックしてください。 
 
5.3.5.3 設定設定設定設定 
 以下の画面より必要な処理のボタンをクリックしてください。各画面の内容、操作は管理用 PC
上のMWAのコンフィグレーションと同様です。詳細はそちらを参照してください。 
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5.3.5.4 MWA Agentごごごご利用時利用時利用時利用時のののの注意事項注意事項注意事項注意事項 
・BMC搭載サーバ以外では、インストール／実行しないでください。 
・保守パーティションが作成されていない管理対象サーバでは、RomPilot の設定は装置添付の

EXPRESSBUILDER CD-ROMから起動する DOS版コンフィグレーションツールで行ってくださ
い。MWA Agentでは BMCの設定のみ有効となります。 
・MWA Agentで設定した情報は、BMCにはすぐに有効となりますが、RomPilotにはすぐに有効に
はなりません。保守パーティションが作成され、オフライン保守ユーティリティがインストール
されているサーバでは、MWA Agentで「RomPilotの自動設定を行う」にチェックして (既定値は
チェックあり) 設定を登録した場合、その後の再起動時に保守パーティション上のツールによっ
て自動的に RomPilotに設定されます。そのため、MWA Agentで設定後の最初の再起動時には、
保守パーティションから設定ツールが自動起動し、その後、自動的にリセットがかかります。
「RomPilotの自動設定を行う」にチェックしない場合、RomPilotの設定は保守パーティションが
作成されていない場合と同様、EXPRESSBUILDER CD-ROMから起動する DOS版コンフィグレ
ーションツールで行うこととなります。 
・MWA Agentは管理対象サーバのWindows上で動作する BMC/RomPilotの設定ツールです。管理用

PC側と通信は行いません。 
 
保守パーティションおよびその作成方法、オフライン保守ユーティリティについては装置添付のユ
ーザーズガイドを参照してください。 
 
 
5.3.6 IPMI1.0対応対応対応対応サーバサーバサーバサーバののののWindowsNT上上上上のののの BMC Transportドライバドライバドライバドライバののののインスインスインスインス
トールトールトールトール 
 
 BMC Transport ﾄﾞﾗｲﾊﾞは、管理対象サーバの WindowsNT4.0 上で IP アドレスが変更された場合
(DHCP含む)、その管理対象サーバ上の BMCの IPアドレスを変更された IPアドレスに自動更新す
るドライバです。必要に応じてインストールしてください。 
このドライバはWindowsNT4.0でのみご使用ください。Windows2000ではインストールしないでく
ださい。 
 
5.3.6.1 準備準備準備準備 
 ESMPRO Server Agentインストール後に以下の手順でインストールしてください。 
 
 管理対象サーバ上で WindowsNT4.0を起動後、EXPRESSBUILDER CD-ROM を CD-ROM ﾄﾞﾗｲﾌﾞ
にセットし、[コントロールパネル]－[ネットワーク]－[プロトコル]－[追加]ボタン－[ディスク使用]
ボタンを選択し、パス指定で、以下のパスを指定します。 
CD-ROMドライブ:¥mwa¥agent 
すると OEM ｵﾌﾟｼｮﾝの選択ダイアログボックスが表示されますので、BMC Transportを選択してＯＫ
ボタンを押下してください。。 
 
 
以降は画面の指示に従ってインストールしてください。 
インストール後、[コントロールパネル]－[ネットワーク]－[プロトコル]の一覧に BMC Transportが
表示されることを確認してください。 
 
   《《《《注意注意注意注意》》》》IPMI 1.0対応の BMC搭載サーバ以外には、絶対にインストール 
     しないでください。誤ってインストールした場合は、システムが正常に起動しない場合 
     があります。 
           WindowsNT4.0でのみご利用ください。 
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第第第第6章章章章    ftサーバサーバサーバサーバのののの注意事項注意事項注意事項注意事項 
6.1 機能機能機能機能 

  ft サーバは、CPU/PCI 関連のハードウェアが複数装備されフォルトトレラント機能を実現
しています。IPMI 1.0対応 BMCは PCIモジュール内に実装されています。MWAは ftサーバ
の BMCと通信を行いリモートコントロールを実現しますが、接続先 BMCがグループ１，２
のどちらに接続されるかはMWAを操作する管理者は意識する必要はありません。 
ftサーバの場合、MWAから可能なリモートコントロール機能がその他の IPMI1.0対応サーバ
と異なります。詳細は以下のとおりです。 

 
機能機能機能機能 IPMI 1.0対応対応対応対応 ftサーバサーバサーバサーバ その他の IPMI1.0 対応サーバ 
リモートコンソール機能 →→→→ LAN ○ 

WAN/ﾀﾞｲﾚｸﾄ ○ 
リモートドライブ機能 →→→→ ○LANのみ 
リモート電源制御 →→→→ 常時以下の制御が可能 

・ パワースイッチ押下 
・ パワーOFF 
・ パワーサイクル 
・ リセット 
・ NMIダンプ 

リモート情報収集  
CRU情報情報情報情報 
(Customer Replaceable Unit) 

CPUモジュールモジュールモジュールモジュール、、、、PCIモジモジモジモジ
ュールュールュールュールのののの LED状態状態状態状態をををを表示表示表示表示 

常時以下の情報収集が可能 
・ IPMI情報(SEL,SDR,FRU)
・ BMC設定情報 
・ パネル情報(電源 status、
ステータス LED、LCD、
システム監視、監視間隔、
システム通電時間) 

POSTおよび MWAモードで DOS
起動時 

・ CMOS/DMI/ESCD/PCI 
 

リモート設定 →→→→ 
RomPilot有効有効有効有効/無効無効無効無効 
通報先通報先通報先通報先 有効有効有効有効/無効無効無効無効 

通報手順 
通報リトライ回数 
通報リトライタイムアウト値 
通報レベル 
 

RomPilot設定 BMC コンフィグレーションツーコンフィグレーションツーコンフィグレーションツーコンフィグレーションツー
ルルルルによるによるによるによる動的設定動的設定動的設定動的設定(注注注注 1) 

MWA Agent と保守パーティショ
ン連携による設定。自動設定後、
自動リブートする。 

 
 
(注 1) ft サーバでは、MWA Agent は BMCコンフィグレーションツールと呼び、ESMPRO Server 
Agent をインストールする際に自動的にインストールされます。またその起動も ESMPRO Server 
Agentの「ftサーバユーティリティ」から起動します。 
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6.1.1 CRU情報情報情報情報 

ftサーバでは CRU(Customer Replaceable Unit)情報という、ftサーバ上の各モジュールの状態
を示すLED情報をMWAのBMCダイアログボックス上で確認可能です。各モジュールのLED
表示状態によってそのモジュールの状況を確認することができます。 
 
ftサーバと接続して BMCダイアログボックスを表示させるとサーバ状況表示部分に「ステー
タス」と「CRU」の２つのタブが表示されます。ステータス情報は通常の LCD/LED 情報を
表示します。また、CRU情報を参照したい場合はCRUのタブをクリックしてください。 CRU
情報の表示の意味や詳細は装置添付のユーザーズガイドを参照してください。 
 
 

6.1.1.1 CRU情報情報情報情報ののののガイドメッセージガイドメッセージガイドメッセージガイドメッセージ 
各 CPU,PCIモジュールには Failと Stateの２個の LED装備されています。その色の組み合わ
せでそのモジュールの状態を表現しています。MWA ではその組み合わせに合わせてガイド
メッセージを表示しています。 
 

ガイドメッセージ 意     味 
Disconnect モジュールが未接続。 
Power OFF モジュールの電源が OFF状態。 
Duplex Mode Duplex (二重化)モードで動作中。 
Simplex Mode Simplex (片系)モードで動作中。 
Testing モジュールテスト中。ftサーバ用 OS以外の OSが起動中

もこの Testingが表示されます。例：MS-DOSなど 
Dumping ダンプ採取中。 
Unknown 状態不明。 

 
 
次の画面例は CPUモジュールが Simplexモードで動作中、PCIモジュールの#1が未装着のた
め#2のみの Simplexモードで動作中を表しています。 
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以下の画面例は OS起動後の CPUモジュールが Duplexモードで動作中、PCIモジュールの#1
が未装着のため#2のみの Sinplexモードで動作中を表しています。 

 

 
 
 
 

なお、ステータスはその他の管理対象サーバと同様な以下の画面を表示します。 
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6.2 ftサーバサーバサーバサーバののののコンフィグレーションコンフィグレーションコンフィグレーションコンフィグレーション 
  管理用 PC側のMWAと ftサーバ側の両方のコンフィグレーションを行います。 

6.2.1 管理用管理用管理用管理用 PC側側側側ののののコンフィグレーションコンフィグレーションコンフィグレーションコンフィグレーション 
  管理用 PCの MWAのファイルメニューからコンフィグレーションを選択して ft サーバの
モデルを選択すると ftサーバ用のコンフィグレーションダイアログボックスが表示されます。
通常の IPMI1.0 対応サーバにあるセキュリティキーは、ft サーバの場合、RomPilot のパスフ
レーズとともに「認証キー」として共通化されています。また、ftサーバの通報先指定では、
その有効／無効を設定できます。 

 
6.2.1.1 ftサーバサーバサーバサーバ 簡易簡易簡易簡易コンフィグレーションダイアログボックスコンフィグレーションダイアログボックスコンフィグレーションダイアログボックスコンフィグレーションダイアログボックス 

 
 

項目名項目名項目名項目名 意味意味意味意味 既定値既定値既定値既定値 
サーバ   
 コンピュータ名 コンピュータ名を設定します。 空白 
 IPアドレス IPアドレスを設定します。 空白 
 サブネットマスク サブネットマスクを設定します。 255.255.255.0 
認証キー BMC/RomPilot との共通接続用認証キーを設定

します。 
guest 

コミュニティ名 BMC が送信する SNMP トラップのコミュニテ
ィ名を設定します。 

public 
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6.2.1.2 ftサーバサーバサーバサーバ詳細詳細詳細詳細コンフィグレーションダイアログボックスコンフィグレーションダイアログボックスコンフィグレーションダイアログボックスコンフィグレーションダイアログボックス(共通共通共通共通) 

 
 

項目名項目名項目名項目名 意味意味意味意味 既定値既定値既定値既定値 
モデル名 サーバのモデル名を表示します。 

"設定モデルの選択"ダイアログで選択されたモデル名を表示し
ます。 

－ 

コメント 1,2 コメントを設定します。 空白 
コミュニティ名 BMC が送信する SNMP トラップのコミュニティ名を設定しま

す。 
public 

通報手順 "全通報メディア"と"1つの通報メディア"の、いずれかを選択し
ます。 

1つの通報
メディア 

通報リトライ回数 1通報先への通報のリトライ回数を設定します。 3 
通報タイムアウト 通報に対する通報先からの応答待ち時間を設定します。 6 
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6.2.1.3 ftサーバサーバサーバサーバ詳細詳細詳細詳細コンフィグレーションダイアログボックスコンフィグレーションダイアログボックスコンフィグレーションダイアログボックスコンフィグレーションダイアログボックス(LAN) 

 
項目名項目名項目名項目名 意味意味意味意味 既定値既定値既定値既定値 

サーバ   
 コンピュータ名 コンピュータ名を設定します。 空白 
 IPアドレス IPアドレスを設定します。 空白 
 サブネットマスク サブネットマスクを設定します。 255.255.255.0 
 デフォルトゲートウェイ デフォルトゲートウェイを設定します。 0.0.0.0 
 認証キー BMC/RomPilotとの接続認証キーを設定します。 guest 
RomPilot RomPilotの有効／無効を設定します。 無効 
1次通報先/管理 PC(1)   
 チェックボックス 1次通報先の有効／無効を指定します。 無効 
 IPアドレス 管理用 PC(1)の IPアドレスを設定します。 空白 
 自アドレス設定 自 PCの IPアドレスを自動設定します。  
2次通報先/管理 PC(2)   
 チェックボックス 2次通報先の有効／無効を指定します。 無効 
 IPアドレス 管理用 PC(2)の IPアドレスを設定します。 空白 
 自アドレス設定 自 PCの IPアドレスを自動設定します。  
3次通報先/管理 PC(3)   
 チェックボックス 3次通報先の有効／無効を指定します。 無効 
 IPアドレス 管理用 PC(3)の IPアドレスを設定します。 空白 
 自アドレス設定 自 PCの IPアドレスを自動設定します。  
BMC   
 通報レベル[LAN] LAN経由通報の通報レベルを選択します。 Level4 
 リモート制御(LAN) リモート制御の有効性を選択します。 有効 
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6.2.1.4 ftサーバサーバサーバサーバ 詳細詳細詳細詳細コンフィグレーションダイアログボックスコンフィグレーションダイアログボックスコンフィグレーションダイアログボックスコンフィグレーションダイアログボックス(WAN/ダイレクトダイレクトダイレクトダイレクト) 

 
項目名項目名項目名項目名 意味意味意味意味 既定値既定値既定値既定値 

シリアルポート(COM2) サーバ側の COM ﾎﾟｰﾄの設定です。  
 使用モード WAN接続時は"モデム"を、ダイレクト接続時は 

"ダイレクト"を選択します。 
ダイレクト

 ボーレート ボーレートを選択します。 19.2Kbps 
 フロー制御 フロー制御方法を選択します。”なし”を選択しま

す。 
なし 

モデム サーバ側で使用するﾓﾃﾞﾑの設定です。  
 ダイヤルモード 使用する回線に応じて、"パルス"と"トーン"の、 

いずれかを選択します。 
パルス 

 初期化コマンド モデムを使用する場合のコマンドを設定します。 &F 
 ハングアップコマンド 回線を切断する場合のコマンドを設定します。 H 
 エスケープコマンド 通信モードを"オンラインモード"から"オフライン 

モード"に変更する場合のコマンドを設定します。 
+ 

通報先 WAN経由通報先の設定です。  
 ダイレクト通報先チェック
ボックス 

ダイレクト接続している MWA へ通報を設定しま
す。 

無効(チェ
ック無し)

 WAN 1次通報先ﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽ 1次通報先の有効無効を設定します。 無効(チェ
ック無し)

 WAN 1次通報先 通報先の PPP ｻｰﾊﾞ電話番号(1)を設定します。 空白 
 WAN 2次通報先ﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽ 2次通報先の有効無効を設定します。 無効(チェ

ック無し)
 WAN 2次通報先 通報先の PPP ｻｰﾊﾞ電話番号(1)を設定します。 空白 
 WAN PPPユーザ名 PPP接続時のユーザ名を設定します。 guest 
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 WAN PPPパスワード PPP接続時のパスワードを設定します。 guest 
 WAN IP ｱﾄﾞﾚｽ設定ﾎﾞﾀﾝ PPP経由の通報先の IP ｱﾄﾞﾚｽを設定します。  
通報レベル(WAN/ﾀﾞｲﾚｸﾄ) WAN経由通報、およびダイレクト接続通報の 

通報レベルを選択します。 
Level4 

リモート制御(WAN/ﾀﾞｲﾚｸﾄ) リモート制御の有効性を選択します。 有効 
接続 Ring回数 BMCが着信する Ring回数を設定します。 6 

 
 
6.2.1.5 ftサーバサーバサーバサーバ 詳細詳細詳細詳細コンフィグレーションダイアログボックスコンフィグレーションダイアログボックスコンフィグレーションダイアログボックスコンフィグレーションダイアログボックス(ページャページャページャページャ) 

 
項目名項目名項目名項目名 意味意味意味意味 既定値既定値既定値既定値 

通報先 電話番号 通報先の電話番号を指定します。  
 1次通報先(ページャ) 
チェックボックス 

通報先の電話番号(1)の有効無効を指定します。 無効 
(チェック無し)

 1次通報先(ページャ) 通報先の電話番号(1)を指定します。 空白 
 2次通報先(ページャ) 
チェックボックス 

通報先の電話番号(2)の有効無効を指定します。 無効 
(チェック無し)

 2次通報先(ページャ) 通報先の電話番号(2)を指定します。 空白 
ページャメッセージ ページャに通報するメッセージを設定します。 空白 
通報レベル(ページャ) ページャ通報の通報レベルを設定します。 Level4 
ガイドメッセージ待ち時間 ページャセンタへダイヤル後、メッセージを送信

するまでの待ち時間を設定します。 
30 

 
注意：登録後登録後登録後登録後のののの LAN接続時接続時接続時接続時のののの「「「「接続接続接続接続チェックチェックチェックチェック」」」」はははは必必必必ずずずず実施実施実施実施してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。 
      詳細は 3-13ページをご覧ください。 
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6.2.2 ftサーバサーバサーバサーバ側側側側ののののコンフィグレーションコンフィグレーションコンフィグレーションコンフィグレーション 

EXPRESSBUILDER CD-ROMから管理対象サーバを起動してメニューから「ツール」を選択しま
す。ツールメニューから「システムマネージメント機能」を選択して以下の画面の順に操作してく
ださい。 

 
管理対象管理対象管理対象管理対象サーバサーバサーバサーバををををコンソールレスコンソールレスコンソールレスコンソールレスでででで運用運用運用運用しているしているしているしている場合場合場合場合ののののコンフィグレーションコンフィグレーションコンフィグレーションコンフィグレーション情報設定情報設定情報設定情報設定のののの方法方法方法方法

はははは、、、、3章章章章およびおよびおよびおよび 5章章章章ののののコンソールレスコンソールレスコンソールレスコンソールレス時時時時ののののコンフィグレーションコンフィグレーションコンフィグレーションコンフィグレーション情報情報情報情報のののの設定設定設定設定 のののの項項項項のののの手順手順手順手順をををを参照参照参照参照してしてしてして
くださいくださいくださいください。。。。 

 
(1) ftサーバ システムマネージメント機能 
 
 システムマネージメント機能   
 BMC ファームウェアの更新    
 システムマネージメントの設定    
 プログラム終了    
 選択:[Enter]  次項:[↓]  前項:[↑] ヘルプ:[H/h]    
     

 
 
(2) ftサーバ システムマネージメントの設定 
 
 システムマネージメントの設定   
 コンフィグレーション    
 通報確認    
 一つ前のメニューに戻る    
 選択:[Enter]   次項:[↓]  前項:[↑] ヘルプ:[H/h]    

 
(3) ftサーバ コンフィグレーション 
 
コンフィグレーション   
 新規作成    
 ＦＤ読み取り    
 ＦＤ書き込み    
 変更    
 一つ前のメニューに戻る    
 選択:[Enter] 次項:[↓]  前項:[↑]   ヘルプ:[H/h]    
     

 
   《注意》必要に応じて「FD書き込み」でﾌﾛｯﾋﾟｰﾃﾞｨｽｸに設定を保存してください。 
 
(4) ftサーバ  RomPilot & BMC登録情報の編集 

 
 RomPilot & BMC 登録情報の編集   
 共通設定(RomPilot & BMC)    
 LAN(RomPilot & BMC)    
 WAN/ﾀﾞｲﾚｸﾄ(BMC)    
 ページャ(BMC)    
 登録    
 キャンセル    
 選択:[Enter]  次項:[↓]  前項:[↑]  ヘルプ:[H/h]    
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共通設定、LAN、WAN、ページャの必要な各設定入力後、登録登録登録登録を選択して Enter キーを押下して
BMC/RomPilotにコンフィグレーション情報を書き込みます。 
LAN接続の場合、登録後、管理用 PC上のMWAから「接続チェック」を実施する際は管理対象サ
ーバを一旦電源ボタンを押下して DC-OFFしてください。 
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(5) ftサーバ 共通部(RomPilot & BMC)情報の設定 
 
共通部(RomPilot & BMC) 
設定項目 : 設定値 
モデル名 [Express5800/320La] 
コメント１ [     ] 
コメント２ [     ] 
コミュニティ名 [public] 
通報手順 [１つの通報メディア] 
通報リトライ回数 [3(回)] 
通報タイムアウト [6(秒)] 
１つ前のメニューに戻る  
  
  
  
  
  
 選択:[Enter]   次項:[↓]  前項:[↑] ヘルプ:[H/h] 

 
項目名項目名項目名項目名 意味意味意味意味 既定値既定値既定値既定値 

モデル名 サーバのモデル名を表示します。 － 
コメント 1,2 コメントを設定します。 空白 
コミュニティ名 BMC が送信する SNMP トラップのコミュニティ名を設定しま

す。 
public 

通報手順 "全通報メディア"と"1つの通報メディア"の、いずれかを選択し
ます。 

1つの通報
メディア 

通報リトライ回数 1通報先への通報のリトライ回数を設定します。 3 
通報タイムアウト 通報に対する通報先からの応答を待つ時間を設定します。 6 
１つ前のメニュー
に戻る 

"RomPilot & BMC登録情報の編集"メニューに戻ります。 － 
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(6) ftサーバ  LAN(RomPilot & BMC)情報の設定 
 
LAN(RomPilot & BMC) 
設定項目 : 設定値 
コンピュータ名 [host1] 
IP アドレス [192.168.1.201] 
サブネットマスク [255.255.255.0] 
デフォルトゲートウェイ [192.168.1.255] 
認証キー [*****] 
１次通報先/管理用 PC(1)IP アドレス [192.168.1.1 (有効)] 
２次通報先/管理用 PC(2)IP アドレス [0.0.0.0 (無効)] 
３次通報先/管理用 PC(3)IP アドレス [0.0.0.0 (無効)] 
通報レベル(LAN) [レベル４：回復不能、異常、警告、回復] 
リモート制御(LAN) [有効] 
RomPilot [有効] 
１つ前のメニューに戻る  
  
  
  
 選択:[Enter]   次項:[↓]  前項:[↑] ヘルプ:[H/h] 

 
項目名項目名項目名項目名 意味意味意味意味 既定値既定値既定値既定値 

コンピュータ名 コンピュータ名を設定します。 Host1 
IPアドレス IPアドレスを設定します。 空白 
サブネットマスク サブネットマスクを設定します。 255.255.255.0 
デフォルトゲートウェイ デフォルトゲートウェイを設定します。 0.0.0.0 
認証キー BMC/RomPilotとの接続用認証キーを設定します。 guest 
１次通報先/管理 PC(1) 
IPアドレス 

管理用 PC(1)の IPアドレスを設定します。 0.0.0.0 
無効 

２次通報先/管理 PC(2) 
IPアドレス 

管理用 PC(2)の IPアドレスを設定します。 0.0.0.0 
無効 

３次通報先/管理 PC(3) 
IPアドレス 

管理用 PC(3)の IPアドレスを設定します。 0.0.0.0 
無効 

通報レベル(LAN) LAN経由通報の通報レベルを選択します。 Level4 
リモート制御(LAN) リモート制御の有効性を選択します。 有効 
RomPilot RomPilotの有効性を選択します。 無効 
１つ前のメニューに戻る "RomPilot & BMC 登録情報の編集"メニューに戻

ります。 
 

 
通報先／管理 PC の IP アドレス入力の際、最初に有効／無効の入力が必要です。有効時は「y」を
入力してください。 
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(7) ftサーバ WAN/ダイレクト(BMC)情報の設定 
 
WAN/ﾀﾞｲﾚｸﾄ(BMC) 
設定項目 : 設定値 
使用モード [ﾀﾞｲﾚｸﾄ(ｸﾛｽｹｰﾌﾞﾙ)] 
ボーレート [19.2(Kbps)] 
フロー制御 [なし] 
ダイヤルモード(WAN） [パルス] 
モデム初期化コマンド(WAN) [AT&F] 
ハングアップコマンド(WAN) [ATH] 
エスケープコード(WAN) [+] 
ﾀﾞｲﾚｸﾄ通報先(ｸﾛｽｹｰﾌﾞﾙ) [有効] 
１次通報先(WAN)電話番号 [(無効)] 
２次通報先(WAN)電話番号 [(無効)] 
PPP ユーザ ID（WAN） [guest] 
PPP パスワード(WAN/ﾀﾞｲﾚｸﾄ) [*****] 
通報レベル(WAN) [レベル４：回復不能、異常、警告、回復] 
リモート制御(WAN/ﾀﾞｲﾚｸﾄ) [有効] 
接続 Ring 回数(WAN) [6(回)] 
１つ前のメニューに戻る  
  
 選択:[Enter]   次項:[↓]  前項:[↑] ヘルプ:[H/h] 

 
項目名項目名項目名項目名 意味意味意味意味 既定値既定値既定値既定値 

使用モード WAN接続時は"モデム"を、ダイレクト接続時は 
"ダイレクト"を選択します。 

ﾀﾞｲﾚｸﾄ 
(ｸﾛｽｹｰﾌﾞﾙ)

ボーレート ボーレートを選択します。 19.2Kbps 
フロー制御 フロー制御方法を選択します。”なし”を選択しま

す。 
制御無し 

ダイヤルモード(WAN) 使用する回線に応じて、"パルス"と"トーン"の、 
いずれかを選択します。 

パルス 

モデム初期化コマンド(WAN) モデムを使用する場合のコマンドを設定します。 &F 
ハングアップコマンド(WAN) 回線を切断する場合のコマンドを設定します。 H 
エスケープコマンド(WAN) 通信モードを"オンラインモード"から"オフライン 

モード"に変更する場合のコマンドを設定します。 
+ 

ﾀﾞｲﾚｸﾄ通報先(ｸﾛｽｹｰﾌﾞﾙ) ﾀﾞｲﾚｸﾄ通報先の有効性を設定します。 無効 
1次通報先(WAN)電話番号 通報先の電話番号(1)とその有効性を設定します。 無効空白 
2次通報先(WAN)電話番号 通報先の電話番号(2)とその有効性を設定します。 無効空白 
PPPユーザ ID(WAN) PPP接続時のユーザ名を設定します。 “guest” 
PPPパスワード(WAN) PPP接続時のパスワードを設定します。 “guest” 
通報レベル(WAN/ﾀﾞｲﾚｸﾄ) WAN経由通報、およびダイレクト接続通報の 

通報レベルを選択します。 
Level4 

リモート制御(WAN/ﾀﾞｲﾚｸﾄ) リモート制御の有効性を選択します。 有効 
接続 Ring回数(WAN) BMCが着信する Ring回数を設定します。 6 
１つ前のメニューに戻る "RomPilot & BMC登録情報の編集"メニューに戻り

ます。 
 

 
《《《《注意注意注意注意》》》》WAN 経由通報ご利用の場合、 PPP 接続後に通報する通報先 IP アドレスを
(6)LAN(RomPilot&BMC)情報の設定画面の 1～3次通報先/管理用 PC(1～3)IPアドレスに指定してく
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ださい。この IPアドレスが指定されない場合、WAN経由通報は送信されません。 
 
 
(8) ftサーバ ページャ(BMC)情報の設定 
 
ページャ(BMC) 
設定項目 : 設定値 
１次通報先(ページャ)電話番号 [03-3455-5800 (有効)] 
２次通報先(ページャ)電話番号 [(無効)] 
ページャメッセージ [*000000##] 
通報レベル(ページャ) [レベル４：回復不能、異常、警告、回復] 
ガイドメッセージ待ち時間 [30(秒)] 
１つ前のメニューに戻る  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 設定:[Enter]   次項:[↓]  前項:[↑]  ヘルプ:[H/h] 

 
項目名項目名項目名項目名 意味意味意味意味 既定値既定値既定値既定値

1次通報先(ページャ) 通報先の電話番号(1)と有効性を指定します。 無効空白
2次通報先(ページャ) 通報先の電話番号(2)と有効性を指定します。 無効空白
ページャメッセージ ページャに通報するメッセージを設定します。 空白 
通報レベル(ページャ) ページャ通報の通報レベルを設定します。 Level4 
ガイドメッセージ待ち時間 ページャセンタへダイヤル後、メッセージを送信するま

での待ち時間を設定します。 
30 

１つ前のメニューに戻る "RomPilot & BMC登録情報の編集"メニューに戻ります。  
 
通報先電話番号の入力の際、最初に有効／無効の入力が必要です。有効時は「y」を入力してくだ
さい。 
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第第第第7章章章章    RomPilotのみのみのみのみ搭載装置搭載装置搭載装置搭載装置のののの注意事項注意事項注意事項注意事項 
7.1 機能機能機能機能 

  RomPilot のみ搭載（BMC を搭載していない）装置の場合、RomPilot のリモートマネージ
メント機能のみとなります。RomPilotのリモートマネージメント機能としては、以下の機能
がありますが、BMC搭載装置と比較してリモート電源制御機能、リモート情報収集機能が大
幅に制限されます。 
また接続も LANのみ(一部の機種では、ダイレクト接続でリモートコンソール機能が可能)で
す。  BMC搭載搭載搭載搭載のののの有無有無有無有無についてはについてはについてはについては、、、、装置添付装置添付装置添付装置添付ののののユーザーズガイドユーザーズガイドユーザーズガイドユーザーズガイドをををを参照下参照下参照下参照下さいさいさいさい。。。。 
 
・ リモートコンソール機能 
・ リモートドライブ機能 
・ リモート電源制御    (Wake On LAN、および POST中 DOSブート時のリセット機能のみ) 
・ リモート情報収集    (CMOS, DMI, ESCD, PCI) 

 
機能機能機能機能 RomPilotのみのみのみのみ RomPilot + BMC 
リモートコンソール機能 LANのみのみのみのみ○○○○* LAN ○ 

WAN/ﾀﾞｲﾚｸﾄ ○ 
リモートドライブ機能 ○○○○ ○ 
リモート電源制御 DC-FF時時時時 

・ WakeOnLAN 
 

POSTおよびおよびおよびおよびMWAモードモードモードモードででででDOS
起動時起動時起動時起動時 

・ リセットリセットリセットリセット 
 

常時以下の制御が可能 
・ パワースイッチ押下 
・ パワーOFF 
・ パワーサイクル 
・ リセット 
・ ダンプ 

リモート情報収集 POSTおよびおよびおよびおよびMWAモードモードモードモードででででDOS
起動時起動時起動時起動時 

・ CMOS/DMI/ESCD/PCI 
 

常時以下の情報収集が可能 
・ IPMI情報(SEL,SDR,FRU)
・ 現在のセンサ状態 
・ BMC設定情報 
・ パネル情報(電源 status、
ステータス LED、LCD、
システム監視、監視間隔、
システム通電時間) 
・ モデル名 
・ 号機番号 

POSTおよび MWAブートで DOS
起動時 

・ CMOS/DMI/ESCD/PCI 
 

 
*RomPilot のリモートコンソール機能は、LAN 経由接続のみ可能ですが、RomPilot の
み搭載機種でも、標準 BIOSで Console Redirectionのダイレクト接続でリモートコンソ
ール機能が可能な機種もあります。ユーザーズガイドの BIOS Setupの項を参照してく
ださい。 
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7.2 RomPilotのみのみのみのみ搭載搭載搭載搭載モデルモデルモデルモデルののののコンフィグレーションコンフィグレーションコンフィグレーションコンフィグレーション 
  管理用 PC側の MWAと管理対象サーバ側の両方とも RomPilotの設定項目のみのコンフィ
グレーションを行います。 

7.2.1 管理用管理用管理用管理用 PC側側側側ののののコンフィグレーションコンフィグレーションコンフィグレーションコンフィグレーション 
  管理用 PCの MWAのファイルメニューからコンフィグレーションを選択して RomPilotの
み搭載モデルを選択すると以下の画面(設定値は例)が表示されます。この画面から MWA 側
の RomPilotの設定項目を入力します。 

 
項目名項目名項目名項目名 意味意味意味意味 既定値既定値既定値既定値 

サーバ   
 コンピュータ名 コンピュータ名を設定します。 空白 
 IPアドレス IPアドレスを設定します。 空白 
 サブネットマスク サブネットマスクを設定します。 255.255.255.0 
 デフォルトゲートウェイ デフォルトゲートウェイを設定します。 255.255.255.255
 パスフレーズ RomPilotとの接続用暗号キーを設定します。 guest 
1次通報先/管理 PC(1)   
 IPアドレス 管理用 PC(1)の IPアドレスを設定します。 空白 
 自アドレス設定 自 PCの IPアドレスを自動設定します。  
2次通報先/管理 PC(2)   
 IPアドレス 管理用 PC(2)の IPアドレスを設定します。 空白 
 自アドレス設定 自 PCの IPアドレスを自動設定します。  
3次通報先/管理 PC(3)   
 IPアドレス 管理用 PC(3)の IPアドレスを設定します。 空白 
 自アドレス設定 自 PCの IPアドレスを自動設定します。  
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7.2.2 RomPilotのみのみのみのみ搭載搭載搭載搭載サーバサーバサーバサーバののののコンフィグレーションコンフィグレーションコンフィグレーションコンフィグレーション 

EXPRESSBUILDER CD-ROMから管理対象サーバを起動してメニューから「ツール」を選択しま
す。ツールメニューから「システムマネージメント機能」を選択して以下の画面の順に操作してく
ださい。 

 
管理対象管理対象管理対象管理対象サーバサーバサーバサーバををををコンソールレスコンソールレスコンソールレスコンソールレスでででで運用運用運用運用しているしているしているしている場合場合場合場合ののののコンフィグレーションコンフィグレーションコンフィグレーションコンフィグレーション情報設定情報設定情報設定情報設定のののの方法方法方法方法

はははは、、、、3章章章章およびおよびおよびおよび 7章章章章ののののコンソールレスコンソールレスコンソールレスコンソールレス時時時時ののののコンフィグレーションコンフィグレーションコンフィグレーションコンフィグレーション情報情報情報情報のののの設定設定設定設定 のののの項項項項のののの手順手順手順手順をををを参照参照参照参照してしてしてして
くださいくださいくださいください。。。。 

 
 

(1) RomPilot装置 システムマネージメント機能 
 
 システムマネージメント機能   
 システムマネージメントの設定    
 プログラム終了    
 選択:[Enter] ヘルプ:[H/h]    
     

 
(2) RomPilot装置 システムマネージメントの設定 
 
 システムマネージメントの設定   
 コンフィグレーション    
 一つ前のメニューに戻る    
 選択:[Enter]  ヘルプ:[H/h]    
     

 
(3) RomPilot装置 コンフィグレーション 
 
コンフィグレーション   
 新規作成    
 ＦＤ読み取り    
 ＦＤ書き込み    
 変更    
 参照    
 一つ前のメニューに戻る    
 選択:[Enter]  ヘルプ:[H/h]    
     

 
   《注意》必要に応じて「FD書き込み」でﾌﾛｯﾋﾟｰﾃﾞｨｽｸに設定を保存してください。 
 



 7-4 

 
(4) RomPilot装置 RomPilot 登録情報の編集 
 
RomPilot 登録情報の編集 
設定項目 : 設定値 
コンピュータ名 [guest] 
IP アドレス [0.0.0.0] 
サブネットマスク [255.255.255.0] 
デフォルトゲートウェイ [255.255.255.255] 
パスフレーズ [*****] 
１次通報先/管理用 PC(1)IP アドレス [0.0.0.0] 
２次通報先/管理用 PC(2)IP アドレス [0.0.0.0] 
３次通報先/管理用 PC(3)IP アドレス [0.0.0.0] 
登録  
キャンセル  
  
 選択:[Enter] ヘルプ:[H/h] 

 
項目名項目名項目名項目名 意味意味意味意味 既定値既定値既定値既定値 

コンピュータ名 コンピュータ名を設定します。 guest 
IPアドレス IPアドレスを設定します。 0.0.0.0 
サブネットマスク サブネットマスクを設定します。 255.255.255.0 
デフォルトゲートウェイ デフォルトゲートウェイを設定します。 255.255.255.255
パスフレーズ RomPilotとの接続用暗号キーを設定します。 guest 
１次通報先/管理 PC(1) 
IPアドレス 

管理用 PC(1)の IPアドレスを設定します。 0.0.0.0 

２次通報先/管理 PC(2) 
IPアドレス 

管理用 PC(2)の IPアドレスを設定します。 0.0.0.0 

３次通報先/管理 PC(3) 
IPアドレス 

管理用 PC(3)の IPアドレスを設定します。 0.0.0.0 

登録 RomPilot へコンフィグレーション情報を設定しま
す。 

－ 

キャンセル 操作をキャンセルします。 － 
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7.2.2.2 コンソールレスコンソールレスコンソールレスコンソールレス時時時時ののののコンフィグレーションコンフィグレーションコンフィグレーションコンフィグレーション情報情報情報情報のののの設定設定設定設定 
コンソールレス運用を行う管理対象サーバ上では、DOS版コンフィグレーションツールを直接操
作することができませんが、EXPRESSBUILDER のコンソールレス機能を使って、コンフィグレー
ション情報を設定することができます。 

 
手順は、3章を参照してください。ここでは、RomPilotのみ装置用の設定内容を示します。 
 

[1] LAN接続接続接続接続のののの場合場合場合場合 
MWA 上で管理対象サーバのコンフグレーション情報を設定するとき、以下の項目は必ず設定し
てください。 
・コンピュータ名(管理対象サーバを示す任意の名前。サーバ名) 
・IPアドレス 
・サブネットマスク 
・デフォルトゲートウェイ 
・1次通報先(管理用 PCの IPアドレス)  
 

[2] ダイレクトダイレクトダイレクトダイレクト接続接続接続接続のののの場合場合場合場合 
MWA上で管理対象サーバのコンフィグレ-ション情報を設定するとき、以下の項目は必ず設定し

てください。 
・コンピュータ名(管理対象サーバを示す任意の名前。サーバ名) 
 

MWA (MWA Remote Control Manager)のファイルメニュー-[環境設定]-[ダイレクト接続設定]で
以下の設定を行なってください。 
ポート:クロスケーブルを接続した管理 PCの COMポート番号 
ボーレート:19200 
フロー制御: None 
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第第第第8章章章章    FAQ 
この章ではMWAをご利用いただく際によく発生する問題やご質問について考えられる原因と対策
について説明します。 

8.1 LAN接続接続接続接続 
8.1.1 「「「「接続接続接続接続チェックチェックチェックチェック」」」」ボタンボタンボタンボタンをををを押下押下押下押下するとするとするとするとタイムアウトエラータイムアウトエラータイムアウトエラータイムアウトエラーとなるとなるとなるとなる 

 
[考えられる原因と対策] 
1.LAN環境の問題  

MWAがインストールされている管理 PCと管理対象サーバが確実に LANで接続されている
ことを確認してください。特に管理対象サーバ上の標準 LANでの接続が必要です。管理対象
サーバ上の増設 LANカードでの接続の場合は BMC/SystemBIOS, RomPilotとの接続はできま
せん。また、2チャネル以上の LANを標準搭載しているサーバの場合、基本的に LAN1(チャ
ネル番号の最小番号)のみMWAから BMC/System BIOS, RomPilotに接続が可能です。 
また、管理 PC上のコントロールパネル－ネットワークの設定で TCP/IPのプロパティが正し
く設定されていることを確認してください。 
 

2.コンフィグレーション情報の違いと誤り 
必ず、MWA側と管理対象サーバ側の両方のコンフィグレーション設定が必要です。MWA側
のコンフィグレーション情報と管理対象サーバ側に登録されたコンフィグレーション情報が
正しく設定されているか、両者が異なっていないか確認してください。 
・ 管理対象サーバの IPアドレス 
・ サブネットマスク 
・ デフォルトゲートウェイ 
・ コミュニティ名など 
・ リモート制御(LAN) が有効になっているか？ 

 
3.SNMPトラップ受信方法(IPMI 1.0装置のみ) 

MWA がインストールされている管理 PC 上の SNMP トラップの受信ポートが他の管理ツー
ルで使用されている可能性があります。そのため、BMC からの SNMP トラップによる応答
が MWA で受信できません。この場合、起動時に以下のエラーメッセージが表示されている
はずです。MWA の［ファイルメニュー］－［環境設定］－［通信設定］を選択して正しい
「SNMP トラップの受信方法」を選択してください。また、SNMP トラップサービスから受
信する場合、「SNMPトラップのコミュニティ名を確認する」チェックボックスのチェックを
外してください。設定後、管理用 PC の再起動が必要です。詳細は3.2.3ネットワーク環境の
設定3.2.3を参照してください。 
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4.ゲートウェイ越えの環境でのルータ設定 
MWA と管理対象サーバのゲートウェイ(ルータ)越えの LAN 接続において、ルータ設定によ
っては、MWAからの管理対象サーバの IPセグメント宛てブロードキャスト送信が通らない
場合があります。この場合、ルータ設定でブロードキャストを通す設定に変更していただく
か、管理対象サーバ側のルータ上の ARP cacheにサーバの標準 LANのMACアドレスを static
登録してください。 

 
 
8.1.2 「「「「接続接続接続接続チェックチェックチェックチェック」」」」ボタンボタンボタンボタンをををを押下押下押下押下するとするとするとすると認証認証認証認証エラーエラーエラーエラーとなるとなるとなるとなる 

 
[考えられる原因と対策] 
1.コンフィグレーション情報の違い 

MWA 側のコンフィグレーション情報と管理対象サーバ側に登録されたコンフィグレーショ
ン情報が異なっていないか確認してください。 
・ 認証キー 

 
 
8.1.3 LAN経由経由経由経由リモートコンソールリモートコンソールリモートコンソールリモートコンソールがががが表示表示表示表示されないされないされないされない 

 
[考えられる原因と対策] 
1.コンフィグレーション情報の違い 

MWA 側のコンフィグレーション情報と管理対象サーバ側に登録されたコンフィグレーショ
ン情報が異なっていないか確認してください。 
・ 管理対象サーバの IPアドレス 
・ サブネットマスク 
・ デフォルトゲートウェイ 
・ 認証キー  (RomPilot装置ではパスフレーズ) 
 
また、SystemBIOS/RomPilotによるリモートコンソールは管理対象サーバ側に登録された以下
の IP アドレスの管理 PCとのみ可能です。この IPアドレスとご使用の管理 PCの IPアドレ
スが等しいか確認してください。System BIOS/RomPilotはこの 3つの IPアドレス向けに特殊
なトラップを送信して最初に接続要求を送信した MWA(管理 PC)と接続します。サーバが他
のMWAとリモートコンソール接続中は、接続できません。 
・ 1次通報先／管理用 PC(1) 
・ 2次通報先／管理用 PC(2) 
・ 3次通報先／管理用 PC(3) 
 
SOL 対応装置で LAN 経由のリモートコンソール機能を実行するためには、以下の設定も行
ってください。 

[共通情報] 
通報：有効 

[LAN情報] 
通報リトライ回数：1回以上 
通報タイムアウト：10秒以内 
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[WAN/ダイレクト情報] 
使用モード：ダイレクト（クロスケーブル） 
フロー制御：RTS/CTS 

 
2.自動接続の設定 

System BIOS/RomPilotは POST中のみ接続可能です。BIOS POSTの実行時間は装置やオプシ
ョン追加状況によって異なりますが、OSがブートするまでの比較的短い時間に手動で接続す
るのは難しいと思われます。そこで「4.2.2.2リモートコンソール自動接続」で記載している
自動接続の設定を行ってください。 
また、SOL対応装置では、接続コマンドでリモートコンソールを開始できない場合がありま
す。管理対象サーバをMWAからリモートでリセットして、自動接続を行ってください。 

 
3.BIOSの設定(RomPilot装置) 
管理対象サーバ側の BIOS setup(POST中に F2キー押下で起動)で RomPilotが Enableになって
いるか確認してください。Enableになっていないと RomPilotは起動されずリモートコンソー
ルはできません。BIOS setup menuの Advanced – Advanced – RomPilot supportを Enableにして
ください。 
 

4.RomPilotの設定(RomPilot装置) 
管理対象サーバで POST中に以下のエラーが表示されることがあります。この場合、LAN上
に同じ IPアドレスのコンピュータが既に存在していますので、コンフィグレーション情報(管
理対象サーバの IPアドレス)を変更してください。 
 
POST ERROR: RomPilot Error code  38          
 (このエラーメッセージは装置によって異なる場合がありますが、エラーコードは同じです。
他のエラーコードが表示された場合は装置障害と思われますので保守員へ連絡してくださ
い。)   
  

5.MWA Agentを使用して管理対象サーバ側コンフィグレーションした場合 1 (RomPilot装置) 
  (保守パーティション無し環境) 

MWA Agent を使用してコンフィグレーションを実施した場合、「RomPilot の自動設定を行
う」のチェックボックスをチェックした場合でも保守パーティションが無い環境では、自動
設定は行われません。EXPRESSBUILDER CD-ROMから管理対象サーバを起動して「ツール」
－「システムマネージメント機能」－「システムマネージメントの設定」－「コンフィグレ
ーション」－「変更」で内容を再確認した後、「登録」を実行してください。 
 

6.MWA Agentを使用して管理対象サーバ側コンフィグレーションした場合 2 (RomPilot装置) 
  (保守パーティション有り環境) 

MWA Agent を使用してコンフィグレーションを実施した場合、「RomPilot の自動設定を行
う」のチェックボックスにチェックしない場合、RomPilotへ自動設定は行われません。その
ため、再度 MWA Agent でこのチェックボックスにチェックして登録ボタンを押下するか、
EXPRESSBUILDER CD-ROMから管理対象サーバを起動して「ツール」－「システムマネー
ジメント機能」－「システムマネージメントの設定」－「コンフィグレーション」－「変更」
で内容を再確認した後、「登録」を実行してください。 
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8.1.4 リモートコンソールリモートコンソールリモートコンソールリモートコンソール自動接続自動接続自動接続自動接続ができないができないができないができない 

 
8.1.3 LAN経由リモートコンソールが表示されないを確認してください。 
その他の原因を示します。 
 
[考えられる原因と対策] 
1.自動接続の設定漏れ 

4.2.2.2リモートコンソール接続を参照して自動接続設定を行ってください。 
この設定がされていない場合は自動接続できません。 
 

2.認証キー(RomPilotではパスフレーズ)の不一致 
認証キー(RomPilot ではパスフレーズ)が MWA 側と管理対象サーバ側で一致していない場合
は自動接続できません。 
 

3.SNMP トラップ受信方法設定誤り (RomPilot装置) 
7.1.1の 3.SNMP トラップ受信方法を参照してください。 
 

4.レイヤ２／レイヤ３スイッチングハブの設定 
レイヤ２／レイヤ３スイッチングハブに管理対象サーバを接続している環境の場合、このス
イッチングハブの STP(Spanning Tree Protocol)機能が有効(Enable)になっているとそのポート
のリンクがDownから up状態になった時点から一定時間ループが無いか否かの確認が実行さ
れます。管理対象サーバのリセット時や DC-ONを実行した際に LANのリンク Down/upが発
生し、STP機能実行中の間、管理対象サーバからの送信(SystemBSIO/RomPilot/BMCからの特
殊 trapなど)は他のポートに転送されません。そのため、SystemBIOS/RomPilot のリセットト
ラップをMWAで受信することができず、自動接続ができません。 
スイッチングハブの STP機能、または管理対象サーバが接続されているポートの STPを無効
(Disable)にしてください。 

 
注意: 
SOL 対応装置では、自動接続時に MWA がサーバのリモートコンソール設定を変更して、サー
バを一旦リセットすることがあります。 
また、管理対象サーバ本体装置の Powerスイッチで電源 onした場合は、サーバからリセットの
アラート通知が送信されるまで 1分程度かかる場合があります。 
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8.1.5 リセットリセットリセットリセット、、、、パワーサイクルパワーサイクルパワーサイクルパワーサイクル、、、、パワーボタンパワーボタンパワーボタンパワーボタンなどをなどをなどをなどを操作操作操作操作するとするとするとすると、、、、タイムアウトタイムアウトタイムアウトタイムアウト
エラーエラーエラーエラーとなるとなるとなるとなる 

 
[考えられる原因と対策] 
1.レイヤ２／レイヤ３スイッチングハブの設定 
レイヤ２／レイヤ３スイッチングハブに管理対象サーバを接続している環境の場合、このス
イッチングハブの STP(Spanning Tree Protocol)機能が有効(Enable)になっているとそのポート
のリンクがDownから up状態になった時点から一定時間ループが無いか否かの確認が実行さ
れます。管理対象サーバのリセット時や DC-ONを実行した際に LANのリンク Down/upが発
生し、STP 機能実行中の間、管理対象サーバからの送信(System BIOS/RomPilot/BMC からの
特殊トラップなど)は他のポートに転送されません。そのため、BMC からのコマンドの応答
をMWAで受信することができず、タイムアウトエラーとなります。 
スイッチングハブの STP機能、または管理対象サーバが接続されているポートの STPを無効
(Disable)にしてください。 
 
 

8.1.6 MWA-BMC/System BIOS/RomPilotでででで使用使用使用使用しているしているしているしているポートポートポートポート番号番号番号番号がががが知知知知りたいりたいりたいりたい 
 
8.1.6.1 IPMI 1.5対応対応対応対応サーバサーバサーバサーバ 

Direction Protocol UDPSource port UDP Destination port 
System BIOS  →  MWA UDP  2069 47115 
MWA   →  System BIOS UDP 47115 2069 
MWA   →  BMC UDP 47116 623 
MWA   →  BMC UDP 623* 623 
BMC   →  MWA SNMP 623 162 

   *: MWAで［ファイルメニュー］－［環境設定］－［通信設定］で表示される通信の 
   設定ダイアログボックスで、送信元ポート番号を指定できます。 
 
8.1.6.2 IPMI 1.0対応対応対応対応サーバサーバサーバサーバ 

Direction Protocol UDPSource port UDP Destination port 
RomPilot   →  MWA RPC  3347  3347 (MWA source port)
MWA   →  RomPilot RPC 3347 3347 
MWA → RomPilot (電源 on) RPC 3348 3348 
RomPilot   →  MWA SNMP 1025 162 
MWA   →  BMC UDP 623* 623 
BMC   →  MWA SNMP 5146 162 

    *:MWAVer.2.52以降では［ファイルメニュー］－［環境設定］－［通信設定］で表示される 
     通信の設定ダイアログボックスで、送信元ポート番号を指定できます。 
 
8.1.7 MWA-BMCでででで接続接続接続接続のためにのためにのためにのために何何何何かかかか LAN上上上上ににににパケットパケットパケットパケットをををを出出出出していませんかしていませんかしていませんかしていませんか？？？？ 

MWAと BMCとの接続のためには、MWAがインストールされている管理用 PC(または、管
理対象サーバが接続されている LAN のげートウェイ)で管理対象サーバの LAN1 の MAC ア
ドレスを知る必要があります。通常の TCP/IPの LAN通信では、IPアドレスから MACアド
レスを取得する ARP(Address Resolution Protocol)送信、ARPreply受信によってMACアドレス
を取得します。MWA-BMCでは、一部 ARP/ARPreplyを使用できない場合があるため、以下
のような通信(パケット送受信)を行って、管理用 PCの ARP cacheの反映を行います。 
 

8.1.7.1 IPMI 1.5装置装置装置装置のののの場合場合場合場合 
  DC-OFF～OS起動中まですべての状態で BMCは、ARPreplyしません。 
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  そのため以下のようなパケットを送信します。 
Direction Protocol 説明 
MWA   →  BMC UDP 自動発見機能で BMCへの Presence Pingとい

う IPMI 1.5で定義されているパケットをブロ
ードキャスト／ユニキャストで送信します。
また、BMCへのコマンドのレスポンス受信が
タイムアウトしたとき、コマンド送信をリト
ライする前に、Presence Pingパケットをブロ
ードキャストで送信します。 

BMC   →  MWA(GW) UDP MWA からの Presence Ping の応答である
Presence Pongを送信します。 

BMC   →  MWA(GW) ARP Watchdog timerがOFFになっている時にBMC
から IPMI1.5 で定義されている Gratuitous 
ARPを 2秒間隔で送信しています。 
基本的に BIOS POST中、及び通常のWindows
などの OSでは Watchdog timerを動作させる
ため、OS起動中は、この Gratuitous ARPは送
信されません。この Gratuitous ARPは自 IPア
ドレスを target IPにして送信されます。 

 
 
8.1.7.2 IPMI 1.0装置装置装置装置のののの場合場合場合場合 

  DC-OFF中のみ BMCは、ARPに応答し ARPreply送信します。 
  また以下のようなパケットを送信します。 

Direction Protocol 説明 
MWA   →  BMC UDP 自 動 発 見 機 能 で BMC へ の Presence 

Ping(IPMI1.0装置用)をブロードキャスト／ユ
ニキャストで送信します。 
また、BMCへのコマンドのレスポンス受信が
タイムアウトしたとき、コマンド送信をリト
ライする前に、Presence Pingパケットをブロ
ードキャストで送信します。 

BMC   →  MWA(GW) UDP MWA からの Presence Ping の応答である
Presence Pongを送信します。 
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8.2 WAN接続接続接続接続 
8.2.1 WAN接続接続接続接続できできできできないないないない 

 
[考えられる原因と対策] 
1.WAN環境の問題  

MWAがインストールされている管理PC上に正しくモデムがインストールされているか確認
してください。またモデム設定、ダイヤルプロパティ(特にパルス回線とトーン回線の回線種
別)も正しく設定されているか確認してください。また、管理 PCとモデムの接続、管理対象
サーバの COM2ポートとモデムが正しく接続されているか確認してください。 
 

2.コンフィグレーション情報の違いと誤り 
MWA 側のコンフィグレーション情報と管理対象サーバ側に登録されたコンフィグレーショ
ン情報が正しく設定されているか、両者が異なっていないか確認してください。 
・ 認証キー(セキュリティキー)が異なっていないか？ 
・ リモート制御(WAN/ﾀﾞｲﾚｸﾄ)が有効になっているか？ 
・ 接続形態がWANになっているか？MWA側、管理対象サーバ側両方ともWANになってい
るか？ 
・ 管理対象サーバ側に接続したモデムに対応するモデム初期化コマンドなどの情報が正しく
設定されているか？ 
・ 接続 Ring回数指定値による接続待ち時間が、管理 PC側Windowsのモデム設定のタイムア
ウト値を越えていないか？ 

 
3.MWA上の設定誤り 
管理 PCに複数のモデムをインストールした場合は、MWAのファイルメニューから［環境設
定］－［モデム選択］をクリックして表示されるモデム選択ダイアログボックスから使用す
るモデムを選択する必要があります。 

 
8.2.2 リモートコンソールリモートコンソールリモートコンソールリモートコンソールがががが表示表示表示表示されないされないされないされない 

 
[考えられる原因と対策] 
1.BIOSの設定 (IPMI 1.0対応装置のみ) 
管理対象サーバ側のBIOS setup(POST中に F2キー押下で起動)で Console redirectionがModem
になっているか確認してください。Modemになっていないとリモートコンソールはできませ
ん。BIOS setup menuの System Hardware – Console Redirectionで設定してください。 
また、この設定で Serial port address／IRQの設定が、Advanced-Peripheral Configurationの Serial 
Port2のポートアドレス／IRQと同じになっているか確認してください。 

 
2.コンソール切り替え 

WAN接続では LANと異なり通信 Portの概念がなく BMC通信とリモートコンソール通信は
同時にできません。そのため MWA の BMC ダイアログボックス上のコンソール切り替えボ
タンを押下することで、BMC通信からリモートコンソール通信に切り替えます。サーバメニ
ューの電源制御や電源状態更新コマンド、または BMC ダイアログボックス上のその他のリ
モート制御ボタンを選択すると、自動的に BMCとの通信になります。 
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8.3 ダイレクトダイレクトダイレクトダイレクト接続接続接続接続 
8.3.1 ダイレクトダイレクトダイレクトダイレクト接続接続接続接続できないできないできないできない 

 
[考えられる原因と対策] 
1.接続環境の問題  

MWAがインストールされている管理 PCと管理対象サーバのCOM2(Serial2)ボートがRS232C
クロスケーブル(またはその同等品)で確実に接続されているか確認してください。 
 

2.コンフィグレーション情報の違いと誤り 
MWA側のCOMポートの設定と管理対象サーバ側に登録されたコンフィグレーション情報が
正しく設定されているか、両者が異なっていないか確認してください。 
MWAのダイレクト接続設定はファイルメニューから［環境設定］－［ダイレクト接続設定］
を選択して表示されるダイアログボックスで行います。 
・ ボーレートなどの設定情報が異なっていないか？ 
・ RS232Cクロスケーブルが接続されている管理 PC上の COMポートと MWAの COMポー
トの設定で指定したポート番号が合っているか？ 
・ 管理対象サーバ側のリモート制御(WAN/ﾀﾞｲﾚｸﾄ)が有効になっているか？ 

 
 
8.3.2 リモートコンソールリモートコンソールリモートコンソールリモートコンソールがががが表示表示表示表示されないされないされないされない 

 
[考えられる原因と対策] 
1.BIOSの設定 (IPMI 1.0対応装置のみ) 
管理対象サーバ側の BIOS setup(POST中に F2キー押下で起動)で Console redirectionがダイレ
クトになっているか確認してください。ダイレクトになっていないとリモートコンソールは
できません。BIOS setup menuの System Hardware – Console Redirectionで設定してください。 
また、この設定で Serial port address／IRQの設定が、Advanced-Peripheral Configurationの Serial 
Port2のポートアドレス／IRQと同じになっているか確認してください。 

 
2.コンソール切り替え 
ダイレクト接続では LANと異なり通信 Portの概念がなくBMC通信とリモートコンソール通
信は同時にできません。そのため MWA の BMC ダイアログボックス上のコンソール切り替
えボタンを押下することで、BMC通信からリモートコンソール通信に切り替えます。サーバ
メニューの電源制御や電源状態更新コマンド、または BMC ダイアログボックス上のその他
のリモート制御ボタンを選択すると、自動的に BMCとの通信になります。 
なお、ftサーバの場合は BMC通信後、一定時間経過すると自動的にリモートコンソール通信
が再開されます。 
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8.4 LAN/WAN/ダイレクトダイレクトダイレクトダイレクト接続共通接続共通接続共通接続共通 
8.4.1 リモートコンソールリモートコンソールリモートコンソールリモートコンソール画面画面画面画面がががが文字化文字化文字化文字化けするけするけするけする 

 
[考えられる原因と対策] 
1. 英語モードでない 
管理対象サーバ上で起動している DOS に日本語ドライバが組み込まれている場合、サーバ
上の DOSプログラムの日本語表示を、MWA Remote Console上で正しく表示できません。サ
ーバ上の DOSは英語モードで起動してください。 
 

2. グラフィック画面 
管理対象サーバ上でグラフィック画面が表示されている場合は、MWA Remote Consoleのサー
バウィンドウ内に管理対象サーバ上の画面が正しく表示されません。サーバがテキスト画面
の場合のみリモートコンソール画面が表示されます。 

 
3. Terminal Type 
管理対象サーバ上の BIOS Setup で Terminal Type が PC-ANSI 以外に設定されている場合、
POSTや DOSのリモートコンソールを正しく表示できないことがあります。 

 
4. 文字コードの判別 

MWA はサーバから受信したリダイレクションデータについて、文字コードの種類を自動判
別してリモートコンソール画面に表示しますが、一部の文字コードが重複しているため、文
字コードの種類を正しく認識できない場合があります。このときMWA Remote Consoleのツ
ールバー上で[Auto][ANSI][UTF8][EUC]の各ボタンから適切な文字コードの種類を選択する
ことにより、文字化け等を改善することができます。 
(注)管理対象サーバの種類やリモートコンソール方式の差により、MWAは自動判別せず特定
の文字コードとして動作する場合があります。その際、上記のボタンは無効になっています。 

 
5. BIOS Setup画面等で罫線や矢印が文字化けする 
接続コマンドでリモートコンソールを開始した場合は、正しく表示できないことがあります。 

 
6. その他 
ネットワークの状態やデータ抜け、表示内容、管理対象サーバの状態等によって正しく表示
できないことがあります。 

 
 
8.4.2 リモートコンソールリモートコンソールリモートコンソールリモートコンソール画面画面画面画面ででででキーキーキーキー入力入力入力入力できないできないできないできない 

 
[考えられる原因と対策] 
1. 管理対象サーバが画面データを送信しない状態になっている。 

MWAのサーバウィンドウは、最後に受信したリモートコンソール画面の状態を表示してい
る可能性があります。 
・管理対象サーバが DC-OFF状態であったり、DOS以外の OSが起動された状態の場合、リ
モートコンソールを実行できません。BMC ダイアログなどを使って、サーバの状態を確
認してください。 

・WAN/ダイレクト接続の場合、BMC 通信とリモートコンソール通信は同時にできません。
そのため MWA の BMC ダイアログボックス上のコンソール切り替えボタンを押下するこ
とで、BMC 通信からリモートコンソール通信に切り替えます。サーバメニューの電源制
御や電源状態更新コマンド、または BMC ダイアログボックス上のその他のリモート制御
ボタンを選択すると、自動的に BMCとの通信になります。 
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2. キー状態 
MWAが、Shift/Ctrl/Altキーのいずれかが押された状態であると認識している可能性がありま
す。Shift/Ctrl/Altキーを押して、その後キー入力が可能になるか確認してください。 

 
 

8.5 そのそのそのその他注意事項他注意事項他注意事項他注意事項 
1. 管理対象サーバ標準 LAN コントローラの仕様上、サーバ上の Windows などのＯＳが停止してし
まう障害状況に陥った場合、LAN経由での BMCへの通信ができないことがあります。この場合、
ウォッチドッグタイマ監視を有効にして自動リブートする設定にしてください。詳細はユーザー
ズガイドの ESMPRO/ServerAgent OSストール監視の項をご覧下さい。 

 
2.LAN経由のリモートコンソール使用時、MWA mode設定のまま管理対象サーバ上でWindowsな
どの OSを起動しようとすると OSが正常に起動しません。OS起動する場合は非MWA modeにす
るか、自動接続設定を解除してください。 
 



a 

 

付録付録付録付録 
IPMI 1.5/1.0対応装置対応装置対応装置対応装置ののののモデルモデルモデルモデル名名名名 
 
MWAで管理可能な IPMI 1.0対応、IPMI 1.5対応のサーバを以下の表に記載します。 
基本的に装置に添付されているユーザーズガイドに MWA の記載があれば、MWA で管理可能な装
置です。また BMC、System BIOS、RomPilotの有無についてもユーザーズガイドのMWAの項に記
載されています。ご確認ください。その中で単に BMCと記載されている場合は、IPMI 1.0の BMC
です。 
MWAを使用する上での、装置別の制限事項は、ユーザーズガイドに記載されています。 
 
     管理対象サーバの BMC/BIOSの組み合わせとMWAサポートの有無 
 

リモートコンソール実現方式 BMC 搭載の有
無 
(IPMI Version) 

Serial over LAN 
(SOL) 対応 BMC 
FW *1 

Remote console
対 応 System 
BIOS 

RomPilot *2 
MWA サポート
有無 

○(1.5) ○ ○ － ○ 
○(1.5) － ○ － ○ 
○(1.0) － － ○ ○ 
× － － ○ ○  
× － － － × 

 
*1:Serial over LAN (SOL)は、System BIOSが COMポートに出力する画面データを BMCが取
得し、MWAに LAN経由で送信することで、LAN経由のリモートコンソールを実現する方式
です。  
*2: RomPilotは、IPMI 1.0対応装置でリモートコンソール機能、リモートドライブ機能を実現
していた拡張 BIOSの名称です。 

 
 
 
IPMI 1.5対応装置 BMC+SystemBIOS,  
SOL対応 

 

 Express5800/110Rd-1 
Express5800/120Lg 
Express5800/120Mf 
Express5800/120Rc-1, 120Re-2 
Express5800/120Rd-1, 120Rf-2 
Express5800/140Hd 
Express5800/140Rc-4 
Express5800/420Ma 
 
Express5800/1040Xb *1 
 
 

 iStorage/ NS420 
 
Express5800/CS200a, CS300a 
Express5800/FW300a, FW500a 
Express5800/MW300a, MW500a 
Express5800/VC300a 
 
 

*1: Express5800/1040Xbの LAN経由の Redirectionは、リモートドライブ機能および、非MWAモー
ドでのリモートコンソールが使用できません。その他の制限事項は装置添付のユーザーズガイドを
参照してください。 



b 

 
IPMI 1.5対応装置 BMC+SystemBIOS  

 Express5800/120Lf 
Express5800/120Me 
Express5800/120Rb-1, 120Rd-2 
Express5800/140Hc 
Express5800/140Rb-4 
Express5800/410Ea 
Express5800/420La 
 
Express5800/620Ai(BMC IPMI1.5) 
Express5800/640Ai(BMC IPMI1.5) 
Express5800/640Ai-R 
Express5800/650Ai(BMC IPMI1.5) 
Express5800/650Ai-R 
Express5800/670Ai(BMC IPMI1.5) 
Express5800/680Ai(BMC IPMI1.5) 
Express5800/690Ai(BMC IPMI1.5) 
 

 iStorage/FS110G  
iStorage/ NS400, NS400P, NS410 
iStorage/ NS600, NS610, NS810G 
iStorage/NV7200, NV8210, NV8220 
 
Express5800/CacheServer(BMC IPMI 1.5) 
Express5800/Load Balancer(BMC IPMI1.5) 
Express5800/MailWebServer(BMC IPMI1.5)
Express5800/ISS GeneralServer 
Express5800/ISS DeliveryServer 
Express5800/ISS EncodeServer 

 
 
IPMI 1.0対応装置  BMC+RomPilot    

 Express5800/110Lb 
Express5800/110Rb-1 
Express5800/110Rc-1 
Express5800/120Ld,120Ld-R 
Express5800/120Mc,120Mc-R 
Express5800/120Md 
Express5800/120Ra-1 
Express5800/120Rb-2 
Express5800/120Rc-2 
Express5800/120Ed 
Express5800/120Le 
Express5800/140Hb 
Express5800/140Ra-4 
Express5800/140Ra-7 
Express5800/180Ra-7 
Express5800/320La, 320La-R 
Express5800/320Lb, 320Lb-R 
 
Express5800/620Ai(BMC IPMI1.0) 
Express5800/640Ai(BMC IPMI1.0) 
Express5800/650Ai(BMC IPMI1.0) 
Express5800/670Ai(BMC IPMI1.0) 
Express5800/680Ai(BMC IPMI1.0) 
Express5800/690Ai(BMC IPMI1.0) 

  
InternetSteamingServer 
i-PX7300シリーズ 
 
以下の派生モデルの BMC搭載装置 
Express5800/CacheServer(BMC IPMI 1.0) 
Express5800/APEX Server 
Express5800/Firewall Server 
Express5800/Web Server 
Express5800/Load Balancer(BMC IPMI1.0) 
Express5800/LB300a 
Express5800/Internet Server 
Express5800/MailWebServer(BMC IPMI1.0)
Express5800/StorageServer 
Express5800/StorageServer Lite LR20 
Express5800/VirusCheck Server 
iStorage/NS20, FS100, NS800 
 
 
 
 

これらのほかに RomPilotのみをサポートした装置もMWAで管理できます。 
 
 
Express5800/600 シリーズについては、I-UPS で電源管理される機種の場合、電源オフ(AC off)時は
BMC へ電源が供給されないため、実運用上、リモートコントロール機能など使用できない機能が
あります。ご注意ください。 
 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
MWA First Step Guide  
５０版   2003.03.19   ・表紙に記載のMWA ver.を”ver.3.xx.xx”に変更。 
                     ・リモートコンソールでキー入力が不可になった場合の FAQ追記。 
 
３５－４９版        ・表紙に記載のMWAの verを記載。 

・記述中の”BIOS Setupに ACPI Redirection項目がある装置”を”SOL対応装 
置”と明記。対応装置一覧にて、IPMI1.5 Serial over LAN対応装置と、そ 
の他の IPMI1.5装置を分離して記載 

・WAN/ダイレクト接続時、および SOL対応装置の LAN接続で Linuxの 
リモートコンソールが可能な旨記述。(ver.3.10.xx～) 

・サポート OS欄に Service Pack明記。 
・コンソールレス運用装置のコンフィグレーション情報設定方法を追記。 
・DOSツールのリモートコンソール操作の設定方法の記述を改善。 
・MWAの使い方の章に電源制御の項を追記。 
・注意事項追記、FAQ追加 
・対応装置追記。 
・その他 記述改善、誤記訂正 

 
３４版   2002.07.19   Ver.2.から Ver.3.へ上書きインストールする場合の注意事項を削除。 
                     対応装置追記、誤記訂正 
３３版   2002.07.10   MWA Ver.3.0x 対応 
                     対応装置追記、誤記訂正 
 
 

• MS-DOS、Windows、WindowsNT、および、マイクロソフト製品の名称及び製品名は、米国
Microsoft Corporationの商標または登録商標です。 

 
• その他、本書で記載されている製品名、または会社名は、各社の商標または登録商標です。

 
• 本書で掲載されている画面イメージはあくまでも例であり、IP アドレスなどの設定値につい
ての動作保証を行うものではありません。設定値についてはお客様の責任と判断で設定して
ください。 

 
 

 
  ©  NEC Corporation 1999 – 2003  
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